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「第8回MTサ ミッ ト」参加報 告

AAMT会 長 東京大学教授 辻井潤…

 本 年度 のMTサ ミッ トは、9月18日 が ワ ー ク シ ョ ッ

プ、19日 か ら22日 が本 会議 とい う 日程 で 行 わ れ た。本

会議 は 、 これ まで のサ ミ ッ トと同様 に実 質的 に は19日

か ら22日 の3日 間 で、22日 は ワー ク シ ョ ップが 主 で本

会議 と して は、 最 後の パ ネ ル と閉会 式 が行 われ た。 ワ

ー ク シ ョ ップ も本 会議 の前 と後 に2件 つ つ あ り、盛 り

沢 山な会議 とな った。

 MTサ ミ ッ トは本 協 会 と同様 に、機 械 翻 訳 の 利用 者

(主 と して翻 訳 家 や翻 訳 会社 、 ドキ ュ メ ン ト作 成 会社)、

機械 翻 訳 の 開発 メ ー カー、研 究 者、 政府 な どの政 策 決

定 者 とい う、機 械翻 訳 に関連 す る多 様 な種 類 の 人 々が

集 まる会 議 とな って いる。 第8回 とい う こ とで 、初 回

のサ ミッ トか ら性 格 が少 しつ つ 変 わ って きて い るが、

他 の会 議 に比 べ て参 加 者の 顔ぶ れ の 多彩 なの が、特 徴

であ ろ う。私 の よう な研 究 者 に とって は、機 械 翻訳 を

と りま く広 い範 囲 の話題 、特 に使 用者 か らのFeed Back

が聞 け る数 少 ない 会議 となって い る。

 また多 くの 会議 が 米 国中 心 に運営 され る こ とが 多 い

中で 、 この会議 は 日本 が主 導権 を とった は じめて の 会

議 で あ り、 ま た多言 語 社会 で あ る ヨー ロ ッパ が 、政府

機 関 を巻 き込 ん で力 を入れ て い る とい う点 で も特徴 が

あ る。今 回 はMTサ ミッ トの創 始 者 であ る長 尾 眞 ・京

都大学 総 長 も忙 しい 中参加 され 、友 人達 との 旧交 を温

めて お られ た。

 サ ミッ トの初 回の箱 根 以 来、特 色 の あ る開 催 地で 、

ゆ った りと くつ ろい で会議 をす る慣 わ しで あ るが、 今

回 もス ペ イ ンのサ ンチ ャ ゴ とい う、 中世 の町 で行 われ

た。 巡 礼 の町 とい う こ とで 、バ チ カ ン ・エ ル サ レム と

並 んで カソ リ ッ ク教 の3大 聖地 とか で、前 回の シ ンガ

ポー ル とは全 く違 った雰 囲 気で の 会議 と なっ た。 会議

場 も巡 礼が と まっ た古 い建 物 を改 装 した ホテ ルで 、 ホ

テル 自体 が観 光 ルー トに入 って お り、毎 日、観 光 客 の

グル ープが ホ テ ルの 中庭 に見学 に くる とい う由緒 の あ

る場 所 で あ った。

 会議 の 日付 をみ て気 が つか れ た と思 うが、 会議 は 、

ニ ュー ヨーク の テロ事 件 か ら1週 間後 で あ り、 この た

め、米 国 ・日本 か らの参 加 者の 多 くが参 加 で きない と

い う不 幸 な事 態 とな っ た。主 催 者 の期 待 は 、300人 程

度 の 参 加 者 で あ っ たが 、最 終 的 に は250人 程 度 とな っ

た。 飛行 機 が キ ャ ンセ ル され る な ど、大変 な困 難の 中

で も、朝 早 くか ら空港 にい っ てや っ と参加 で きた とい

う、 アメ リカか らの参加 者 が い るな ど、会 議 自体 は活

気 に満 ち た もの とな った。

 会場 で の デモ 展 示 を見 る と、15年 前 に は夢 の技 術 で

あ っ た機 械 翻訳 が 、現在 で は業務 やWeb検 索 に使 われ

る まで に 日常 化 した こ とが感 じられ 、隔世 の 感 が あ っ

た。 ただ 、私 が議 長 をつ とめ た最 終 のパ ネル 「機 械 翻

訳 の将 来 課題 」 で は、 や は り翻 訳 の 質が不 十 分 で あ る

こ と、 これが 機 械翻 訳 の マ ー ケ ッ ト・サ イズ を限定 し

てい る こ とが 指 摘 され、 言語 の もつ本 質 的 な難 しさは、

まだ解 決 され てい な い。 大量 の コー パ ス を収 集 す る こ

とで 質の 向上 を計 ろ うとす る現 在 の方 向 も、 一・段 上 の

質 を 目指 そ う とす る と、必 要 とな る コーパ ス の量 が加

速度 的 に大 き くな る こ とが 指摘 され る など 「大 量の コ

ーパ ス を集め れ ば 、機械 翻 訳 の質 も向 上 す る」 とい っ

た 楽観 主 義 は、 影 を ひそ めて い た。規 則ベ ー ス、例 ベ

ー スの融 合 と と もに、 中間 言語 方式 的 な理 解 の レベ ル

の導 入 な ど、 い くつ かの 技法 の統 合が 将来 の 課題 で あ

ろ う。

 また、 会議 中 、 ア ジ ア か らの 参加 者 でAAMTの 会

議 を 開催 し、 今後 、 我 々の協 会の活 動 をよ り国 際的 に

す る ため の 方針 につ いて も議 論 を行 った。 中 国語 、韓

国 語 、 イ ン ドの 諸 言語 な ど、 ア ジアの 経 済活 動 の活 発

化 に伴 って、 日本 語 以外 の言 語へ の興 味 も高 ま って い

る。 同時 にア ジ アの技 術 レベ ル も、 こ の10年 間 で飛 躍

的 に向上 して い る。 日本 中心 の協 会活 動 の 門戸 を開 き、

真 にア ジ ア ・太 平洋 の協 会 とな るべ き時 期 が きてい る

と感 じた。 これ につ い ての 報告 は、 別 の機 会 に詳 し く

行 う と思 う。

 なお 、IAMT会 長 が英 国 のJ. Hutchins氏 か ら米 国の

E.Hovy usc教 授)に 交 代、 MTNIジ ャーナ ルの編 集

長が 、M. Vasconcellos氏 か らL. Gerber氏 に な った。

IAMTの 会議 で は、 ジ ャーナ ル を よ り国際 的 な もの に

す るた め に、3つ の 地域 の 地域 編 集長 を設 け る ことが

決定 され 、 ア ジア ・太平 洋 か らは本 協 会理 事 の 井佐 原

均(通 信 総 合研 究所)が 、地 域編 集長 となっ た。
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MT Summit VIII
Machine IYanslation in the Information Age

垂鑑匙
MTSUMMITVIII
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O DE COMBOS

Report on MT Summit VIII

Jun‐ichi Tsujii, President of AAMT

(Prof. of Univ. ofTokyo)

  MT Summit VIII in Santiago de Compostela was the most memorable Summit so far
for three reasons.

  One is the venue Hostal de los Reyes Catolicos, where the Summit took place. It
was magnificent beyond anyone's expectation. The ambience that the venue and the

city of Santiago provided could not have been more different, when we compared it

with KR.DL in Singapore, where the last Summit took place two years ago. While

Singapore showed us an alive, ultramodern, cosmopolitan and at the same time very

Asian bustling ambience, Santiago de Compostela amazed us with its cultural

heritage of Europe and its tranquility.

  The hotel is an historical building founded in the 15 th century as a church for

pilgrims. While the public can only see its splendid Plasteresue door, the old chapel
and two Renaissance courts flanking the vestibule, the sessions of the Summit took

place inside the building, and the participants who stayed at the hotel could fully
enjoy its great European heritage.

  While I have trust in language, there are some things that words cannot express. I
can only say to those who could not come this time that you should visit the city and

stay at the hotel whenever you get the chance.

  The second reason is the diversity and richness the conference program delivered.
As at the previous Summits, we heard presentations by policy makers, MT vendors,

researchers and users of MT systems. The Summit included five workshops that

addressed diverse aspects of our field, from education in MT to evaluation to a future

road map of the field.

  Thanks to the program chair Professor Bente Maegaard(of the Center for
Sprogteknologi, Denmark), the participants obtained a comprehensive and balanced

perspective of the field, which is developing rapidly.

One researcher told me that he had learned at the conference what would be really

一2一
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Hostal de los Reyes Catolicos Prof. J.Tsujii,2nd from left

required by users and the MT industry. The Summit did not fail to deliver what the

previous Summits had delivered, i.e. exchange among people who are involved in this

field from very different perspectives. Papers by users were not many, but we saw

quite a few users at the conference, and since they were vocal, their presence really

animated the discussions.

  From a technical viewpoint, those things that had once been called new paradigms

of MT, such as Example‐based MT, Statistical MT, etc. showed maturity, but have

still not reached the stage at which they can replace the traditional framework in the

actual market. The structural complexity of language seems still to prevent these

frameworks from delivering working systems in the actual environment. However,

maturity will enable these frameworks to be combined with the traditional ones to

deliver future MT systems. From the industrial side, we witnessed that predictions at

the last MT Summit were being佃filled,七he predictions that MT would become an

integral part of document/information management systems and would be used as a

component in a larger system.

  The third thing that made the Summit memorable was the terrible incidents in New
York City and Washington, D.C. on l l September, just a week before the Summit.

Quite a few people, in particular some from the U.S. could not help canceling their
attendance owing to difficulties in traveling. Not only the people who could not come
but also participant were significantly affected by the incidents. Most of us watched
CNN in our rooms. To see, in rooms surrounded by European Renaissance heritages,
the World Trade Center buildings, great symbols of modern society, collapsing gave us
asurreal feeling as well as great sadness.

  In the opening ceremony, the IAMT award was presented to Dr. John Hutchins, who
has greatly contributed to our field with his great books and excellent presidency of

IAMT, and to whom the great success of this Summit was attributed.

一3一



細Ts戯 閉mit櫃

MT Summit皿 報 告

山形大学教授 横 山晶一

 MT Summit皿 は 、9月18日(火)as日(土)に スペ イ

ンのサ ンテ ィア ゴ ・デ ・コ ンポス テラ にあ るHostal de

los Reyes Catolicos(カ トリッ ク両王 ホテ ル)で 行 われ

た。 この 町 は、 ロー マ、エ ルサ レム とと もに カ トリ ッ

クの 三大 聖地 の 一つ で あ り、町 の1日市 街、 この 町へ 至

る フラ ンス ピ レネー 山中 の巡 礼 の道 が と もに世 界遺 産

に指定 され て い る。富 士通 の小 玉氏 も書 い てお られ る

よ うに、 中心部 のObradoiro(オ ブラ ドイロ)広 場 に は、

聖 ヤ コブ(サ ンテ ィア ゴ)の 遺骸 を納 め た 大聖 堂 が そ

びえ 、その す ぐ脇 に、王 立施療 院 を改築 した上 記 の ホ

テ ルが あ る。広 場 は、今 年 のNHKの ラ ジ オ スペ イ ン

語 講座 ・基 礎 編最 後 の舞 台 とな ってい る ので 、興味 の

ある 方 は、恐 ら く来 年10月 か ら放 送 され る再放 送 を お

聞 きい ただ きたい。 この地 方 は、 ガ リシ ア語 とい う、

スペ イ ン語 や ポ ル トガ ル語 に近 い 言語 が通 用 し、 表示

もスペ イ ン語 や カ タロ ニ ア語 と の3言 語 表 記 が 多 い

(私 はいず れ の 言語 もで きな いが)。 以 下小 玉氏 や、他

の方 の報告 と重複 す る か も知れ な いが 、簡 単 に会議 等

につ いて報 告 させ ていた だ くこ とにす る。

 私 は、 この会議 には、MT Summit田 視 察 団 とい う、

AAMTの メンバ ーに よる ツアー の一 員 と して参 加 す る

はず であ った。 東京 で の 説明 会(9月11日)に は、都

合で参 加で きな か ったが 、そ の 日に まさ にあの テ ロ事

件 が起 こ り、私 以外 の メ ンバ ーが すべ て出 張 を取 りや

め た ため に 、視 察 団 の旗 を 一人 で背 負 っ てい く(実 際

に旗 を持 っ てい った わ けで は ないが)こ と にな った。

一人 にな って もツア ー を中止 せ ず
、 サ ー ビスの 質 を落

と さなか った旅行 社 に対 して感 謝 したい 。

 日本 か らは、 会社 関係 で は 中止 した方 も多か っ たが 、

長 尾真 元 会 長、 田中穂 積 前 会長 、辻 井潤 一 会長 な ど、

大学 関係 者 やATRな どか らか な りの参 加 者 が あ っ た。

また、 ア ジ アか ら も、 台湾 や韓 国 を中心 に、何 人か の

参加 者が あ っ た。 ア メ リカか らの 参加 者 は さす が にや

や 少 なめで 、い くつか 発表 の キ ャ ンセ ル もあ り、代 理

発表 とい う形 を とった もの もあ った が、私 の知 る限 り

で は、 キ ャ ンセ ルに な ったの は約10件 程度 で、意 外 に

少 ない とい う印象 で あ った。 会議 の運 営 は 、 この よ う

な状 況下 に もか か わ らず、比 較 的 ス ムー ズ に行 われ た 。

主催 者のEAMTの 努力 に も感謝 したい。特 に昼食 や バ

ンケ ッ トは 、た っぷ りと時 間 を とっ た ヨー ロ ッパ ス タ

イルで 、お い しか ったが 、多 くの 日本 人参 加 者 には い

さ さか量 が多 か った と思 われ る。

 会 議 で は、 キ ー ノー トス ピーチ を除い て、3つ の 会

場 に分 かれ た並 行 セ ッシ ョンで発 表 が行 わ れ た。発 表

が キ ャ ンセ ル された と きは、そ の時 間帯 を空 け て対 処

したの で、発 表 順 に会 場 を移 動 して 聞 くことが で きた。

 小 玉氏 も書 か れて い る よ うに、 一般 セ ッシ ョンで は 、

機械 翻訳 評 価 の発 表 が多 く、評価 のパ ネルの 座長 で あ

るMargaret King教 授 に よれ ば、約3分 の1が 評 価 にか

か わ る発表 で あ っ た。 この パ ネル も含め て 、何 を ど う

評価 す るか 、そ して そ う した評 価 が よい か悪 い か とい

うこ とに議 論 が集 中 したが 、 もち ろ んす ぐに結論 の 出

るよ うな 問題 で は な く、今 後 引 き続 き議 論 、研究 が な

され て いか ね ば な らな い分 野 と考 え られ る。 機械 翻 訳

評価 の パ ネル デ ィス カ ッシ ョンにお いて も、パ ネ リス

ト(Hovy, Clarke, Whiteの3氏)を 含 め て活発 な討 論

が行 わ れ た。 この パ ネ ルで は、 座 長 のKing教 授 の 提

出 した機械 翻 訳 評価 につ い ての4つ の 質問 、 「機 械 翻

訳 評 価 にお い て持 つべ き最 も重 要 な 事 柄 と は何 か」、

「最 もよい と思 われ る評 価法 につ い て記 述 しな さい」、

「最 も悪 い と思 わ れ る評 価法 につ い てお お ざ っぱ に述

べ な さい」、 「評 価 が行 い うる最 悪 の こ と とは何 か」 に

基づ い て、 そ れ ぞれ のパ ネ リス ト、 お よび会 場 か ら意

見が 述べ られ た。 特 に筆 者 の 印象 に残 った の は、あ る

参加 者 の 「機械 翻 訳 シス テム を作 れ ない 者 は、機 械 翻

訳 を大学 で教 え、教 え られ ない 者 は評価 シ ステ ム を作

る」 とい う皮 肉 な発 言で あ っ たが 、問 題 の一 端 を突 い

てい る と(自 分 も評 価 シス テ ムを研 究 してい る者 と し

て)感 じられた。

 また 、評価 も含 め て、 コーパ ス を使 っ た発 表が 多 か

った の も今 回 の 会議 の特 徴 で あ ろ う。 コーパ ス も、 バ

イ リ ンガ ルな コ ーパ ス を用 いて 、 それ を翻 訳 や評 価 に

使 用 す る とい う ケー スが 多 か った が、今 後 この よ うな

方向 での研 究 が進 む と思 われ る。

 出発 まで い ろい ろ準 備 され なが ら、参 加 で きなか っ

たAAMT関 係 者 の 方 々に感 謝 を申 し上 げ たい 。
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MT Summit Wサ ンチ ャゴの 一 週 間

富士通株式会社 小1ξ修司

 今 回のMT Summitは 前 の 週 に起 こ っ た例 の テ ロ

事 件 の せ い で 、 開 催 そ の もの が 危 ぶ まれ た り も し ま

した が 、 主催 者 のWEBサ イ トに 「大 会 を キ ャ ンセ

ルす る の は テ ロ リズ ムへ の屈 伏 だ」 み た い な勇 ま し

い メ ッセ ー ジが 載 り、 い くつ か の発 表 が 流 れ た もの

の 、全 体 と して大 きな支 障 な く運 営 され た の は何 よ

りで した。

 た だ 、残 念 な が ら、 日本 の 企 業 か らは 、 参 加 を見

合 わせ た方 が 多数 出 た よ うで す 。

 開催 地 の サ ンチ ャ ゴ ・デ ・コ ン ポ ス テ ー ラ は 、人

口 約10万 の ス ペ イ ンの 地 方都 市 で す が 、 古 くか ら カ

トリ ッ クの 巡 礼 地 と して 有 名 な所 なの だ そ うです 。

市 の 中 心 部 に は、 足 か け3世 紀 を か け て作 られ た 、

カ テ ドラル(大 聖 堂)が そ び え立 っ て い ま した 。

 ま た 、Summitの 会 場 兼 宿 舎 と な っ た ホ テ ル は15

世 紀 の 建 築 だそ うで 、 調 度 類 な どは ヴ ィス コ ンテ ィ

の 映 画 にで も 出 て きそ うな代 物 で した 。

晶 一 先 生)も そ うで したが 、 機 械 翻 訳 の 「評 価 」 と

い う こ と につ い て の 関 心 は、研 究 畑 、 実 務 畑 を問 わ

ず高 い よ うで す 。 「Proceedings」を 見 て も"evaluation"

は 、 最 頻 出 の キー ワ ー ドの 一一つ で あ った と思 い ます 。

「良 い 翻 訳 と は何 か」 とい う問 題 につ い て 考察 す る

立場 にせ よ、 商 用 ソ フ トの 優 劣 につ い て 論 ず る 疏場

にせ よ、 避 け て は通 れ な い テ ーマ なの で し ょ う。 提

唱 され る個 々の 評 価 基 準 に は うなず け る と して も、

評価 そ の もの を 自動 化 す る ため に は 、 シ ソ ー ラ ス な

ど イ ンフ ラ とな る 言語 資 源 の よ り一 層 の 整備 が 欠 か

せ ない と感 じて い ます 。

 `℃orpus"や"Example‐based"と い う キ ー ワ ー ド も

依 然 と して た く さん 見 か け ま した。 た だ 、 バ イ リ ン

ガ ル ・コーパ ス を使 って 、 例 え ば 、 「辞 書構 築 の コ

ス トダ ウ ン を 目指 す 」 とい う よ うな 発 表 の 方 向 性 に

は共 感 し ます が 、 現 実 に は良 質 の 対 訳 文 を t°E#1.に集

め る コ ス トも また(イ ン タ ー ネ ッ ト時 代 とは い え)

ば か に な ら ない 、 とい う実 感 が あ ります,,

 Summitの 開催 さ れ た 週 に は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ウ

ィル ス 「Nimda」 が 全 世 界 的 に猛 威 を ふ る う とい う

出 来事 が あ り ま した が 、 会場 で は 特 に話 題 に な る こ

と もな く、何 か 世 間 の喧 騒 か ら隔 絶 され た よ う な感

じで した。

 この よ うな とこ ろ で 一 週 間 を 過 ごす と、 ヨー ロ ッ

パ 人 の 時 間感 覚 は我 々 とは ず い ぶ ん と違 う もの に思

え て き ます 。 翻 訳 ソ フ トも3世 紀 くらい か け て 開発

を行 った ら、 (多 分)い い もの が で きる だ ろ うに 、

な ど とtも ない こ と を考 えて 、 半 年 ご との成 果 に 追

わ れ る我 が 身 をか こ っ た もの で した。

 「Conference」 に つ い て で す が 、 私 ど も(ネ ッ ト

ワ ー ク翻 訳 研 究 会)の 発 表(発 表 者 は 山 形 大 の横 山

 個 人 的 に は 、MT(機 械 翻 訳)とTM(翻 訳 メ モ

リ)の 融 合 、 と い うか 、TMを ベ ー ス と して メ モ リ

に ヒ ッ トしな い 文 は 、MTの 助 け を借 りる とい う シ

ステ ム に興 味 を持 ち ま した。 商 用MTシ ス テ ム の 開

発 に関 係 して い る 者 と して い さ さか伍 梶 た る思 い も

あ ります が 、翻 訳 支援 とい う点 か らす る と きわ め て

実 用 的 だ と思 うの で 、TMシ ス テ ム に 部 品 と して 組

み 込 む とい うの は、MTエ ン ジ ンの 有 望 な用 途 か も

しれ ませ ん。 デ モ と して も非常 な 人 気 を 集 め て い ま

した 。

 筆 者 の場 合 、 ヨー ロ ッパ も、 また 海 外 の 学 会 に参

加 す る の も今 回 が 初 め て で 、 見 る もの 全 て が 目新 し

く、 日常 とか け 離 れ た ま こ とに貴 重 な経 験 を させ て

い た だ い た と、 思 っ てお ります 。
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細蓼s蟻閉mit艇.

「機 械翻訳 におけ る語彙 デ ー タベ ースの役割 」

(株)日 中韓辞典研究所 代表取締役 春遍雀来

 機械翻訳には自分自身、かなり以前から興味を持

ち、貴会には、JAMT(日 本機械翻訳協会)創 立の

1991年 に入会 し、MTサ ミットにも連続 して参加さ

せていただいているが、知れば知るほど奥の深 さが

分かってくる。そして、自然言語処理及び、原語の

分析や、目的言語の生成 といった作業の想像以上の

複雑怪奇 さを、常に再認識 させられている。

 私は、永年に亘って日中韓辞書用大型データベー

スを構築しているが、これをMTに 活用する事によ

って、この複雑な機械翻訳の過程における、問題点

の 一一部が解決される。私共の日中韓辞書用データベ

ースは、大きな難関である固有名詞や新語の処理に、

特に貢献するものである。

 ともあれ、今回のサ ミットは、直前にニューヨー

クで多発テロ事件が勃発し、日本からの参加ツアー

も土壇場で中止されたほどで、事務局は大変なご苦

労だった事と思う。会場でも特にアメリカからの出

席予定者に欠席が目立った。

 予定 されていたプログラムに取消が続出 した結果、

私に発表の場が与えられることになった。実は研究

発表を希望 していたのだが、忙 しさに紛れて申込期

限 を逸 して しま っ たの であ っ た。 思 い が け ぬ事 情 で

願 い が 叶 っ て 、 「機 械 翻 訳 に お け る語 彙 デ ー タベ ー

スの 役 割 」 の演 題 で 、急 拠 発 表 を用 意 した 。 数 年 来

蓄 積 して きた 、 中 国語 の 簡体 字 ・繁 体 字 の 変 換 シ ス

テ ム と、MTシ ス テ ム に お け る固 有 名 詞 の 役 割 と そ

の効 果 に つ い て述 べ た 。 (内容 に関 心 の あ る方 は 、

私 の ホ ー ム ペ ー ジhttp:〃www.cjk.orgを ご参 照 い た

だ け れ ば 幸 い で あ る。)

 空港 の 警備 が厳 しさ を増 し、 出 入 国 時 の チ ェ ッ ク

に余 分 な 時 間 が か か った りは したが 、 旅 は快 適 で あ

った 。 加 えて 、 古 都 サ ンテ ィア ゴ ・デ ・コ ンポ ス テ

ラは 素 晴 ら しい 街 だ っ た。

この 美 しい 街 と、 ハ プ ニ ン グ の 多 か っ た今 回 のMT

サ ミ ッ トを、 私 は決 して忘 れ る こ とは な い だ ろ う。

株 式 会 社 日 中 韓 僻 典 研 究 所

(The CJK Dicitonary Institute,lnc.)

 TEL:048-473-3508

 e‐mail:jack@kanji.org

 http://www.cjk.org

    響讐 欝 騨 ノ[ア
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1塾織s繕
mmit縦

スペ イ ン ・サ ミ ッ トに参 加 して

株式会社 日中韓融典研究所 平井誠f一

 スペ イ ン北 部 の、 ピ レネ ー 山脈 を隔 て て フ ラ ンス

に 隣接 す る各 地 方 は 、独 自の 文 化 を保 ち 、 主都 マ ド

リ ッ ドや南 部 の ア ンダ ル シ ア..,い わ ゆ る.一般 的

な 、太 陽 ・闘牛 ・フ ラ メ ンコ とい っ た 、 スペ イ ンの

イ メ ー ジ とは大 き く異 な る。 バ ル セ ロ ナ を 中心 とす

る地 中海 沿 いの カ タル ー ニ ャ 、そ の 西 のバ ス ク や独

立 国 で あ る ア ン ドラ 、 そ して更 に西 、 イベ リア 半 島

の西 北 端 に あ る ガ リシ ア地 方 、 と各 々独 自 の言 語 を

有 し、 一般 に ス ペ イ ン語 と呼 ば れ る 、 カ ス テ ィ リア

語 との バ イ リ ンガ ル で あ る。

 今 回 のサ ミ ッ ト会場 とな っ た の は 、 こ の ガ リ シア

地 方 の 最大 の 町 、 サ ンテ ィア ゴ ・デ ・コ ンポ ス テ ラ

(Santiago de Compostela)だ っ た 。 町 で は ガ リ シア

語 が有 勢 、特 に 固 有 名 詞 は 一 般 の カ ス テ ィ リ ア語 と

は 、 明 らか に 違 う。 語 彙 も発 音 も、 む しろ ポ ル トガ

ル 語 にず っ と近 い 。 そ れ も道 理 で 、 ポ ル トガル 国 境

まで1時 間 、 首 都 リ スボ ン まで も数 時 間 の ドラ イブ

と聞 い た 。

 この 町 は 、 ロー マ や エ ル サ レム と並 ぶ キ リ ス ト教

の 聖 地 で 、 遥 か 中 世 の 昔 か ら、 ヨー ロ ッパ 各 地 の キ

リ ス ト教 徒 が 巡 礼 に訪 れ た 地 で あ る。 当 時 の 建 造 物

を多 く残 し、 世 界 遺 産 に も極 初 期 に指 定 され たそ う

だ 。 空 港 か ら車 で20分 程 走 る と、 先 ず 、 大 聖 堂 の 尖

頭 が 目 に入 る。 そ れ を 目指 して 車 が 右 折 す る と、正

し くタ イ ム ス リ ップ して 中 世 に迷 い 込 ん だ よ うな一

画 に踏 み 入 っ てい た。 大 聖 堂 正 面 に は広 場 、 こ こ は

                  ■  rw_..

この 聖 堂 建 造 の際 に 石.Lが 作 業 す る場 所 で あ っ た 、

とい う。 そ して大 聖 堂 の 右 手に 、 サ ミッ ト会場 で あ

り、 現 在5つ 星 ホ テ ル とな って い る 、往 時 の 「1泣

病 院 」 が 威 風 堂 々 と迎 え て くれ た 、,ピレ ネー を越 え

て 、 あ る い は 海 を渡 っ て 、 遥 か 巡 礼 に訪 れ た 人 の 中

に は 、長 旅 で 患 っ た 人 も多 か っ た こ とで あ ろ う、、 こ

こ は 、 そ の よ うな病 人 の 為 の 、 病 院 兼施 薬 所 と して

使 わ れ て い た 建物 だ った そ うな 、,

 サ ミ ッ トは9月18日 に始 まっ た が 、 ニ ュ ー ヨー ク

同時 多発 テ ロ か ら一 週 間 、 まだ 米 国航 空 界 は 大混 乱

の 中 に あ っ た 。 そ の 影 響 で あ ろ うが 、 合 衆 国 か らの

参 加 取 消 が 多 く、 予 定 され て い た プ ロ グ ラム もか な

りキ ャ ンセ ル され た。 空 の ま まの ブ ー ス もあ った 、,

 しか し、 大 会 は 終 始 和 や かE!つ 真 摯 で 、 意 欲 的 雰

囲気 が溢 れ て い た。 共 通 の 目的 の ドに、 年 令 も国 籍

も異 にす る人 々 、企 業 人 も研 究 者 も集 い 来て 、 討 議

した り歓 談 した り、意 義 深 い数 日間 で あ った 、、

 コ ンポ ス テ ラ は 「星 の野 」 とい う意 味 で 、街 の 灯

も車 の 灯 も殆 ど な い 中 世 の街 並 に 見 ヒげ る夜 空 は 、

月や 星 が くっ き り と美 しい、,私は 、今 後 この よ うな

静 誼 な夜 空 を 、再 び 見 る こ とが あ るの だ ろ うか、,

 5日 間の 滞 在 を終 え 、 早暁 の サ ンデ ィア ゴ ・デ ・

コ ン ポ ス テ ラ 空港 を発 つ と、マ ドリ ッ ド、 ロ ン ドン

を経 て成 田へ 、 と巨 大 都 市 の カ オ ス の 中へ 戻 る。 機

内 で は 、 テ ロ リス トへ の 報復 を促 す 、 ブ ッ シュ 大統

領 の 大 きな写 真 が 載 った 新 聞 が 配 られ て い た 。
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瀟勤織馨

技術動向調査委員会における機械翻訳 システム評価

技術動向調査委員会委員長 通信総合研究所 井佐原 均

1.は じめに

 社会の国際化及びネットワーク化に伴い、人々が

目にする外国語文書の量は日々増大 している。イン

ターネット上のホームページの発達は、それに拍車

をかけている。このような状況の中で、外国語では

なく母国語でそのような文書を読みたいという要求

は当然のことであろう。機械翻訳システムは、その

研究開発の進展とともに性能が向上してきたが、ま

だまだ 「完壁な」翻訳を行うことは出来ない。たと

えば、英語力のある人は英日機械翻訳の出力よりは

英語を直接読んだほうがいいと考えているであろう。

しかし、同時に英語に自信が無 く、完壁ではなくて

も何かに頼 りたいと思う多 くの人々がいることも確

かであろう。

 このような状況を踏まえて、技術動向調査委員会

では、現在の機械翻訳システムがどのような人々に

有効であるかという観点からの評価実験を行ってい

る。機械翻訳システムの評価については、これまで

個々のシステムの翻訳性能を評価するという立場か

らの提案がい くつかなされてきたが、ここでは、個々

のシステムの優劣の評価ではなく、現状の機械翻訳

システムが、どのような人々に有効であるか、言い

替えれば、機械翻訳システムの出力が有益であると

感 じるような人たちはどんな人であるかを検証 しよ

うとしている。同時に、出来るだけ普通の人に分か

りやすい形で機械翻訳システムの評価結果を提示 し

たいと考えている1)。

 今回の実験では、機械翻訳システムの品質の尺度

として、多 くの受験者を持つTOEICを 用 いた2)。

ここでの考え方を一口で言えば、TOEICで500点 を

取った人が機械翻訳の出力を利用することによって

600点 の成績を取ることが出来 るならば、この人に

とっては機械翻訳は有効であると言える、 とい うこ

とである。

 我々はユーザが機械翻訳の出力を有益であるかど

うか決めるのは、その人の英語理解力に依存するで

あろうと考え、これを確認するために、被験者に

TOEICの 読解問題 を、原文(英 文)の まま、機械

翻訳システムで翻訳 した和文(の み)、これ らの両者

(対訳)を 用いて回答 してもらった。同時に、英語

原文、日本語訳文、対訳のどれを使った場合がもっ

とも回答が容易であったかについてのアンケー トに

も答えて もらった。実験の被験者はTOEICの 得点

レベルの偏 りが無いように選んだ200名 である。こ

れ らの被験者は過去にTOEICテ ス トを受験 したこ

とがあり、その得点 を自己申告 してもらった。

 現時点で実験は終了し、結果の解析 を行 っている。

また、機械翻訳サミットに論文を投稿 し、採録され

た。今後、国内会議や論文誌等での発表を行う予定

である。

 以下では、実験の詳細 な仕様とその結果を具体的

に説明する。

2.実 験の仕様

(1)機 械翻訳システム

 実験用の機械翻訳テキス トを得るために、2種 類

の商用機械翻訳システムを利用 した。これは結果が

システムの差異によって左右 されるかどうかを確認

するためである。

(2)実 験用データ

 実験に用いる文章及び設問はTOEICの リーディ

ングセクションのうちの読解問題である。機械翻訳

の利用法 としては、訳文を単体で読む場合と、訳文

と原文とを並べて読む場合があるため、今回の実験

では、その双方をテス トした。2種 類の機械翻訳シ

ステムを使用 したため、各被験者は、英語原文(1

1)こ こで用 いている手法 はどの ような言語対 につい て も適用可能 な もの と考 え るが、今 回は、英 日機械 翻訳 システム を

 例 として、どの ような英語力 の人が、 どの ような使 い方で機械 翻訳 システム を使 うことが 有効で あるのか を調 べ るた

 めの実験 を行 った。

2)http://www.toeic.or.jp/
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種 類)、翻 訳 文(2種 類)、対 訳(2種 類)の5つ の パ

タ ー ンの テ ス トに答 え る こ とに な る 。毎 回 新 しい 文

を被 験 者 に提 示 す る必 要 が あ る た め 、 各 パ ター ンは

別 の 問 題 か ら作 成 され る。

(3)実 験 の 所 要 時 間

 実 際 のTOEICテ ス ト と同 じよ う な 環 境 で 実 験 を

行 う ため 、 一 つ の パ タ ー ンの 回 答 時 間 は40分 と した。

これ は リー デ ィ ン グ セ ク シ ョ ン(100問75分)に お

け る読 解 問 題(40問)の 比 率 を元 に 、読 解 問題 が 他

の 問 題(文 法 ・語 彙 問 題 と誤 文 訂 正 問題)よ り も時

間 が か か る 傾 向 にあ る こ とか ら定 め た。 被 験 者 は5

つ の パ ター ン に答 え る た め 、 各 被 験 者 の 所 要 時 間 は

200分 とな る。

(4)被 験 者

 今 回 の 実験 で は 、 さ ま ざ まな 英 語 能 力 の 被 験 者 を

集 め る こ とが 必 要 とな る。200名 の被 験 者 はTOEIC

の ス コア が 分 散 す る よ う に集 め られ た(表1)3>。

(5)そ の他

 上 記 の 各 項 目の ほ か に、 機 械 翻 訳 シ ス テ ム の適 用

方 法 につ い て 、 い くつ か 考 慮 す べ き点 が あ っ た、,

 機 械 翻 訳 シ ス テ ム は、 単語 登 録 な ど に よ って チ ュ

ー ニ ン グす る こ とが 可 能 で あ り
、 そ れ は訳 質 に大 き

く影 響 す る。 今 回の 実 験 で は 、 チ ュー ニ ングの レベ

ル を コ ン トロー ルす る こ とが 困 難 で あ る ため 、 チ ュ

ー ニ ン グは ま っ た く行 わ ない こ と に した。

 文 書 の フ ォー マ ッ トをそ の ま ま に翻 訳 で き な けれ

ば 、 読 み や す さは 激 減 す る。 今 回 の 実 験 で は 文 章 は

HTML化 し、機 械 翻 訳 シ ス テ ム のWWWブ ラ ウ ザ

モ ー ドで 翻訳 した 。

 TOEICの 読 解 問 題 は、 読 解 す べ き 文 書 と 理 解 度

を計 る た め の 設 問 か らな っ て い る、,設問 を 機 械 翻 訳

シ ス テ ム で翻 訳 す る の か 、 人 丁 に よっ て(正 し く)

翻 訳 す る の か とい う選 択 肢 が あ る、,人 手に よる 翻 訳

の 場 合 、 シ ス テ ム の訳 語 と 一致 しな い な どの 問題 が

起 こ る可 能性 が あ り、 今 回 の実 験 で は 簡 単 の た め 、

設 問 も同 じ機 械 翻 訳 シス テ ム に よ っ て 翻 訳 す る こ と

に した。

表1TOEICの 得点 と被験者の分布

グル ー プ1

グル ー プ2

グル ー プ3

グル ー プ4

グル ー プ5

グル ー プ6

グル ー プ7

グル ー プ8

グル ー プ9

グル ー プ10

グル ー プ11

グル ー プ12

得点

10-390

395-440

445-490

495-540

545-590

595 40

645-690

695-740

745-790

795-840

  "1

..

被験者数

5

10

18

19

19

19

19

23

18

11

10

12

得点

訳文のみ

△

4

D

D

D

D

D

X

X

X

X

X

対訳

0

0

0

0

O

0

O

△

D

△

△

△

速度向 ヒ

訳 文のみ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

△

D

D

対訳

△

O

0

O

0

0

0

0

△

△

D

△

○ は 得 点 あ る い は 速 度 の 向 上 が 見 ら れ た こ とを、 × は得 点 の低 下 が 見 られ た こ と を、△ は 目 、ン1った 変 化 が

無 い こ とを 示 す 。

3)こ の得点 は被験 者が過去 に受験 した ときの得点 であ る。 したが って、TOEICの 全 テス トか ら得 られた得点 である、,今

 回の実験で は読解問題 だけ を使 っているため、厳密 には読解 問題 での得 点 に基づ いて被験 者 を集め るこ とが必 要 とな

 る。 ただ、 これは現実的 では な く、また、今 回の方法で も英語 能力 に基づ い た一様 な被験 者群 を得 るには ト分で あ る

 と考 える。
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3.実 験 結 果(表1)

(1)機 械 翻 訳 シス テ ム に よる差 異

 実験 に 用 い た 二 つ の機 械 翻 訳 シ ス テ ム の作 り出 す

訳 文 は 、 一つ ・つ比 較 す れ ば 、 あ る程 度 の異 な りが

生 じて い る。 これ が 今 回 の実 験 に お い て有 意 な差 異

と な る か ど うか をT検 定 で 検 証 し た 。機 械 翻 訳 の

訳 文 だ け を用 い た 場 合 も、対 訳 を用 い た 場 合 も、 シ

ステ ム の 異 な りに よ る有 意 な差 異 は 認 め られ なか っ

た。 よ って 、 以 下 の 議 論 で は 二 つ の シス テ ム の 結 果

を合 わせ て 検 討 す る。

(2)読 解 能 力 に関 す る機 械 翻 訳 の 影 響

 こ こで は、 読 解 テ ス トにお け る被 験 者 の 得 点 に よ

っ て機 械 翻 訳 シ ス テ ムの 能 力 を判 定 す る こ と を試 み

た。 一 般 にTOEICテ ス トの 得 点 の 高 い グル ー プ は

今 回の 実 験 で も高 い得 点 を得 、 低 い グ ル ー プ は低 い

得 点 を得 る こ とが 予 想 され る。 英 文 だ け を提 示 した

場 合 は 、 実 際 のTOEICテ ス ト と同 様 の 条 件 で あ り、

こ の状 況 は よ り明 確 に な る。 実 験 結 果 を 見 る と40点

満 点 の 実 験 に お い て 、TOEICの 得 点 の 低 い グ ル ー

プ は20点 程 度 、 高 い グ ル ー プ は30点 程 度 の得 点 を 得

て い た。 こ の状 況 が機 械 翻 訳 を用 い る こ とに よ り、

どの よ うに 変 わ る か が 今 回 の実 験 の 興 味 の対 象 で あ

る 。 機械 翻 訳 に よる訳 文 だ け を 見 て 回答 した場 合 、

得 点 の低 い グル ー プ は20点 程 度 と変 わ らな い が 、 高

い グル ー プ は25点 程 度 と英 文 の み よ り低 い成 績 で あ

っ た 。 ・方 、 対訳 を提 示 した場 合 に は 、 得点 の低 い

グル ー プ は25点 程 度 に 向上 し、 高 い グ ル ー プ は30点

程 度 と英 文 の み と変 わ らな い成 績 で あ っ た 。

 ここ で 得 られ た 得 点 差 が有 意 か ど うか を検 定 す る

た め にT検 定 を行 っ た 。0.1を 閾値 と し た場 合 、 機

械 翻 訳 の 出 力 だ け を 用 い た場 合 に は グ ル ー プ8か ら

12で 、 対 訳 を用 い た場 合 に は グル ー プ1か ら7で 、

有 意 で あ っ た 。 した が っ て 、 以 下 の よ うに結 論 づ け

る こ とが 出 来 る4>。TOEICの 得 点 が695点 以 上 の 人

に とっ て は 、 機械 翻 訳 の 出 力 だ け を 見 る よ りは 、 原

文を見るほうが好 ましい。それ以下の得点の人にと

っても機械翻訳の出力だけを見るメリットは見出し

に くい。TOEICの 得点が690点 以下の人にとっては、

対訳を用いることにより読解精度が高 まる。695点

以上の人にとっては特に差は現れない。

(3)読 解速度 に関する機械翻訳の影響

 機械翻訳システムが読解速度に与える影響につい

ても、同様 に調査 ・検討を行った。機械翻訳の出力

だけを見た場合、グループ1か ら9ま での人にとっ

ては読解問題に答えることに要した時間が減少した。

対訳を見た場合には、グループ2か ら8ま での人に

とっては時間が減少 した。

4.お わりに

 我々は、機械翻訳システムをどのような形態で利

用することによって、どのような人にとってメリッ

トがあるか、ということを実験を基に解明すること

を試みた。本稿では概要を述べるにとどめたが、詳

細な解析結果および現在進行中の分析 ・検討に関し

ては別途報告する予定である。本稿で述べた考察の

ほかに、機械翻訳の有効性 についての被験者の印象

についても調査 した。これについても、今後報告す

る予定である。
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4)今 回の実験 は限定 的な ものであ り、 ここで示すTOEICの 得点(境 界)は 厳 密な ものではない。
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多言語対応翻訳ソフト

「LogoVista Xマ ル チ リ ン ガ ル 」

                        ロゴヴィスタ株式会社

1.は じ め に

 イ ンタ ー ネ ッ トの 普 及 、 拡 大 に伴 い 、 英 語 以 外 の

言 語 で 書 か れ たWebペ ー ジや 電 子 メ ー ル が 増 大 し

てお り、 こ れ ら多 言 語 の 翻 訳 ニ ー ズ が 、 さ ら に高 ま

っ てい ます 。

 多 言 語 間 の 自由 自在 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン …

・ ・ロ ゴ ヴ ィス タ にお け る 「エ ック ス」 の思 想 は 、

言 葉 を超 え 多 言 語 間 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンを吸 収 ・

統 合 させ て ゆ くた め の プ ラ ッ トフ ォー ム と して生 ま

れ ま した 。 この 多 言 語翻 訳 エ ン ジ ンは 、 英 語 を媒 介

と した 多 言 語 間 の ク ロス翻 訳 に よ り グ ロ ーバ ル な翻

訳 を可 能 に す る もの です 。

 こ こ で は 、2001年2月 に 新 発 売 し た 「LogoVista

Xマ ル チ リ ンガル 」 を 中心 に紹 介 しま す 。

2.「LogoVista Xマ ル チ リンガ ル 」 の概 要

 「LogoVista Xマ ル チ リ ンガ ル」 は、 英 語/日 本

語/フ ラ ン ス語/ド イ ツ語/イ タ リア語/ポ ル トガ

ル 語/ス ペ イ ン語/韓 国語 計8力 国 語 の 翻 訳 に対

応 した 高 精 度 な多 言 語 対 応 翻 訳 ソ フ トの 新 製 品 で す 。

 別 解釈 、事 例 文 翻 訳 な ど、 高 度 な編 集 作 業 を並 行

して行 え る 「対 訳 翻 訳 」、他 の ア プ リ ケー シ ョン上 の

テ キ ス トを コ ピー す る だけ で 瞬 時 に 翻訳 を行 う 「ク

イ ッ ク 翻 訳 」、Webペ ー ジ の 翻 訳 を行 う 「ホ ー ム ペ

ー ジ翻 訳 」、マ ウス で ワ ン タ ッチ す る だ け の 「タ ッチ

翻 訳&辞 書 引 き」、電子 辞 典 「研 究社 新 英 和/和 英 中

辞 典 」、OCRソ フ ト 「OmCR Ver.3」 搭載 、 Office2000

連 携 翻 訳 、 さ ら にPDFフ ァ イ ル も一 発 変 換 、 そ の

他 ど ん な場 面 に も対 応 可 能 な イ ン ター フ ェ イ ス を揃

え、 あ らゆ る翻 訳 ニ ー ズ に対 応 した次 世 代 の必 携 コ

All countries, including Japan, have identified IT as an

important national policy issue and are taking active

measures accordingly.

In fact, before coming to this gathering today, I

attended a joint meeting of the IT Strategy Council

and the lT Strategy Headquarters.

The meeting represents a forum for discussion on

Japan's domestic measures, where I was involved in

avariety of discussions on Japan's basic IT strategy.

The strength of IT in reforming socialstructure is so

strong that not only does it have a positive influence

on society, but it may also impose certain negative

influences.

However, in facing new challenges that IT casts

befb爬us, we should rlot construe the d isseminatbn

and development of lT negatively.

Onthe contrary, by capturing the possibilities

provided by IT in a'big picture', it is incumbent upon

us to conceive policies through which people canfeel

that IT is accessible, and whereby technology ca n be

actively applied for selfimprovement and the

betterment of the whole society.

This represents the essence of what the O kinawa

灘 輔' 懸 蹴        鰹 ・撚'」 曲副遜

  .黙.    ,,. ,,   暫 凶

早奔灘 険襲 鰯舗謬騨擁艦 ヒ厳
 っている。

 実際、今日この集会に来る前に、私はIT戦 略評議会と 
IT戦 略本部の共同のミーティングに出席した。

欝
難沖縄憲章が何を目指しているかについて、これは本質を

認
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ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ツー ル です 。

(1)kな 特 徴 、機 能

■世 界 の8力 国 語 対 応 多言 語 翻 訳 エ ン ジ ン

 発売 以 来 、 業 界 ナ ンバ ー ワ ンの精 度 を誇 る英 語 一

H本 語 翻 訳 エ ン ジ ン をは じめ 、 世 界 の8力 国語 に対

応 したLogoVista Xエ ン ジ ン搭 載 。

■ 高編 集 対訳 翻 訳 機 能

 翻 訳 作 業 を行 い なが ら、 高 度 な編 集 機 能 を使 用 し

て 、 よ り精 度 の 高 い 翻 訳 結 果 が 得 られ る対 訳 翻 訳 。

■ 最 新 の イ ン タ ー ネ ッ トブラ ウザ に対 応 し たホ ー ム

 ペ ー ジ翻 訳機 能

 各国 の 気 に な る ホ ー ムペ ー ジ もボ タ ンー・つ で 即 座

に実 行 、 レイ ア ウ トその ま ま に翻 訳 。

 E F英 譜からフランス藷へ

 E G英 認からFイ'J へ

 E 1英 譜からイタリア藷ヘ

ゾE弓 英籍から日本語へ

 E K   から韓国藷へ

 E P英 語から武ルトガル語へ

 E S英 語からスペイン語へ

 F Eフ ランス器から英露へ

 F Gフ ランス語からドイツ藷へ

 Fレ1フランス譜からイタリア籍へ

 Fレ1フランス籍から日本語へ
 F・Kフランス語から韓国語へ

 F Pフ ランス語からポルトガル譜へ

 F Sフ ランス藷からスペイン語へ

 G E ドイツ賠から英器へ

 G F ドイツ語からフランス語へ

 G 1ド イツ語からイタリア藷へ

 G'1ド イツ籍から8本 欝へ
 GレKドイ5 から$#● へ

 6レP ドイツ講からポルトガル語へ

 GレSドイツ語からスペイン籍へ

 1 Eイ タリア藷から英藷へ

 1 Fイ タリァ器からフランス藷へ

 1 Gイ タリア籍からドイツ講へ

 1,1イ タリァ譜から日本譜へ
 1レKイタリア謁から醸圏 へ

 1レPイタリア語からポルトガル藷へ

 1 Sイ タリア語からスペイン語へ

 J.E日 本籍から英語へ

 J F日 本話からフランス譜へ

 JレG 日本繕からドイツ賠へ

 J 1日 本籍からイタリン譜へ

 J K日 本語から購国器へ

 」レp日 本器からポルトガル藷へ

 」レS日 本譜からスペイン藷へ
 ▼

■ ユ ニ バ ーサ ル 対 応 辞 書 ブ ラ ウ ザ

 語 句 の検 索 、 表示 、編 集 な どが で き る翻 訳 辞 書 ブ

ラ ウザ 、す べ て の翻 訳 言 語 に対 応 したユ ニ バ ーサ ル

な多 言 語 電 子 辞 書 と して も利 用 可 能 。

■ マ ウ ス で ワ ン タ ッチ翻 訳&研 究 社 新 英 和/和 英 中

 辞 典 辞 書 引 き

 マ ウス を 文 章 に合 わ せ る だけ の ワ ン タ ッチ 高精 度

翻 訳 、 さ らに研 究 社 の 新 英 和/和 英 中辞 典 を搭 載 し、

ワ ン タ ッチ で 辞 書 引 きが 可 能 、「ロボ ワー ドVer.5」

搭 載 。

■ 紙 の 文 書 も 、 高 い 認 識 率 を誇 るOCR機 能 で翻 訳

 ま で 一連 作 業

 書 類 や 雑 誌 な ど紙 の 原 稿 の 「ス キ ャ ン(取 り込 み)」

か ら 「認 識(テ キ ス ト化)」「翻 訳 」 とい う一 連 の 連

携 作 業 を簡 単 に実 現 、 「OmCR Ver.3」 搭 載 。

■ そ の 他 、 あ ら ゆ る翻 訳 シ ー ン に対 応 可 能 豊 富 な

 翻 訳 イ ン タ ー フ ェイ ス

Office2000と の 連携 機 能 、 コ ピ ー コマ ン ドで ク イ

ック翻 訳 、FEP感 覚 で の タ イ ピ ン グ翻訳 、 そ の 他 、

あ ら ゆ る シー ンに対 応 す る多 彩 な翻 訳 ツ ー ル。

(2)動 作 環 境

・対 応OS:Windows2000Professional日 本 語 版

・必 要CPU:Pentium H 400MHz以 上

・必 要 メ モ リ:128MB

・必 要 ハ ー ドデ ィス ク容 量:580MB

・メ デ ィア:CD-ROM

(3)価 格

・LogoVista Xマ ル チ リ ンガ ル Ver .1.0

 標 準 価 格 :1!11円

・LogoVista Xマ ル チ リ ン ガル 英 日/日 英 専 門辞 書

 イ寸 Ver.1.0

 標 準 価 格 140,000円

・LogoVista Xベ ー シ ッ ク[ExJ十1] Ver .1.0

 標 準価 格  9,800円

3.ロ ゴ ヴ ィス タ多 言 語 翻 訳 サ ー ビ ス

 ロ ゴ ヴ ィ ス タで は 、 自社 のWebサ イ トで 上 記 製

品 に 利 用 され て い る多 言 語 翻 訳 エ ン ジ ン を翻 訳 サ ー

バ ー と して 、 多 言 語 翻 訳 サ ー ビス を提 供 して お り、

翻 訳 精 度 の 体 験 、 確 認 が で き ます 。

 現 在 一 日 に20,㎜ 件 以 上 の翻 訳 リ クエ ス トが あ り、

英 日 ・日英 翻 訳 を 中心 に幅 広 い 言語 の翻 訳 に利 用 さ

れ て い ます 。
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 こ の翻 訳 サ ー ビ ス に は、8ヶ 国語 間 の テ キ ス ト翻

訳 を行 う フ リ ー テ キ ス ト翻 訳 とWebペ ー ジ の 英 日

・日英 翻 訳 を 行 うWebペ ー ジ 翻 訳 の2つ が あ り ま

す 。

 利 用 した ユ ーザ の コ メ ン トを見 る と、70～80%程

度 の ユ ー ザ か ら、 「思 っ た よ り精 度 が高 い」、 「簡単

に使 えて 便利 」、「こ こ ま で 翻訳 で き るの に ビ ック リ」、

「他 の 翻訳 サ ー ビス よ りわ か りや す い」 とい っ た好

意 的 な評価 が 多 数 寄せ られ て い ます 。

(1)多 言語 テ キ ス ト翻 訳

 英 語/日 本 語/フ ラ ンス 語/ド イ ツ語/イ タ リア

語/ポ ル トガ ル語/ス ペ イ ン語/韓 国 語 計8力 国

語 、49通 りの翻 訳 を選 択 で き ます 。 原 文 の テ キ ス ト

サ イズ は 、1,㎜ 文 字 ま で可 能 。

(2)Webペ ー ジ翻訳

 Webペ ー ジ翻 訳 は 、 指 定 した ペ ー ジのURLを 入

力 して翻 訳 。

 翻 訳 す る言 語 は 、英 日お よび 日英 の 翻 訳 が 可 能 。

原文 の サ イズ は10Kバ イ ト以 内 。

 翻 訳結 果 は 、 原 文 の レ イ ア ウ トそ の ま ま に 、上 下

対訳 表 示 と訳 文 の み表 示 の 選択 が 可 能

4.今 後 の展 開

 ロ ゴ ヴ ィス タは 、2001年3月 に ドイ ツ、 ハ ノ ー ヴ

ァで 開催 され た 世 界 最 大 の 情 報 ・通 信 関 連 の 国際 見

本 市 「CeBIT2001」 に 出 展 し、 多 言語 対 応 翻 訳 ソ フ

ト 「LogoVista Xマ ル チ リ ン ガ ル」 を新 製 品 と して

展 示 、 世界 へ 向 け て ア ピー ル を行 い ま した。

 会 場 で は 、 世界 各 国 か ら来場 した販 社 、企 業 ユ ー

ザ 、 翻訳 者 、 開発 ・研 究 者 な ど、 様 々 な人 か ら多 大

の 関 心 を受 け 、 ロ ゴ ヴ ィス タの 製 品 に大 きな期 待 が

寄せ られ ま した 。

 また 、 ロ ゴ ヴ ィス タは 、 英 日翻 訳 シス テ ム で はベ

ス トセ ラ ー ソ フ トの 「コ リ ャ英 和1一 発 翻 訳 バ イ リ

ンガ ル 」 を中心 に、 トッ プ シ ェア を継 続 して い ます 。

 今後 も、 翻訳 ソ フ トに 電 子 辞 典 ソ フ トの 製 品 を加

え 、言 語 ソ リュ ー シ ョン メー カ と して 、 さ ら に製 品

の レベ ル ア ップ お よび対 応 言 語 の拡 大 に努 め て い く

方 針 で す。

 現 在 、 日韓 ・韓 日、 中 英 ・英 中 、 日中 ・中 日 な ど

ア ジ ア系 言 語 の 開発 も進 め て お り、 今 年 か ら来 年 に

か けて 順 次 リ リー ス す る予 定 です 。

■ お 問 い 合 わ せ 先

 ロ ゴ ヴ ィ ス タ 株 式 会 社

 サ ポ ー トセ ン タ ー

 TEL O3-5690-9167

 http://www.logovista.co.jp

O  巳
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新製品紹炎

「たび通(ア メ リカ旅行編)」

日本電気株式会社

1.は じめ に

NECは 、 旅 行 に 関 す る文 章 を 日本 語 や 英 語 で 音 声

入 力 し、翻 訳 して 読み ヒげ る コ ミュニ ケ ー シ ョン ソ

フ トウ ェ ア 「た び通(ア メ リカ旅 行 編)」を8/3に

販売 開始 い た し ま した。

「た び 通(ア メ リ カ旅 行 編)」(以 下 「た び通 」)は 日

本 語/英 語両 方 の音 声 入力 に対 応 し、 翻 訳 後 の 文 章

をiY_F3声で読 み ヒげ ます 。 旅 行 す る前 の 準 備 と して 英

会話 の 文 を音 声 で確 認 す る こ とや 、 実 際 の 会 話 を行

う際 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンツ ー ル と して 利 用 す る こ

とが で きます 。 また英 和 ・和 英 辞 典 、 旅 行 英 会 話 の

例 文 も搭 載 して い ます 。

2.主 な機能のご紹介

(1)日 本語/英 語両方の音声入力に対応 し、翻訳

 後の文を音声で聞くことができる旅行英会話支援

 機能

「た び 通」はNECの 音 声 認 識 ・合 成 ソ フ ト

「SmartVoice」シリーズで用いた技術 をベースに開

発した旅行英会話向け日本語音声認識エンジンと、

新開発の英語音声認識エンジンを搭載 しました。初

期導入時にユーザの音声の特徴 を登録する 「声の登

録」作業を行なわなくても、翻訳 したい文を日本語

/英 語のどちらの言語でも音声で入力することがで

きます。

また、 「たび通」は入力された文章を翻訳 し、 日本

語/英 語音声合成機能により音声で出力することが

できます。ユーザが英語や日本語を喋るかわりに、

音声を聞いてもらうことができます。

(2)旅 行英会話例文の検索/音 声出力を実現

「たび通」は約7,㎜ 通 りの旅行英会話の例文 を搭

載 しています。場面と目的をプルダウンメニューか

ら選択 しての検索や、キーワー ドを入力 しての検索

が可能で、検索 した文を翻訳 して音声合成機能によ

り読み上げることができます。

会話例文 の場面分類 一覧:ホ テル(8種 類[探 す ・予

約,チ ェ ックイン,チ ェ ックアウ ト,ホ テ ル内施設,

観光案内 ・ツアー,ホ テルサ ー ビス,フ ロ ン トで,ト

ラブル])/機 内(6種 類)/空 港(9種 類)/レ ス ト

ラ ン(7種 類)/シ ョッピング(6種 類)/交 通(5

種類)/レ ンタカー ・ドラ イブ(4種 類)/観 光 ・娯

楽(11種 類)/電 話 ・郵便 ・銀行(5種 類)/紛 失 ・

事件 ・事故(4種 類)/病 気 ・けが(3種 類)/通 訳

機 に関 して(1種 類)/基 本 会話(1種 類)

会話例文 の目的分類 一覧:依 頼す る ・要求する/許 可

を求め る/質 問す る/苦 情 を言 う/説 明する ・伝える

/挨 拶

旅行会話例文にはその例文に対する相手の回答例 も

セットで用意していますので、旅行英会話例文を使

って相手に用件 を伝えたときは、相手に回答例の中

から答えを選んでもらい、相手の入力の手間を省 く

ことができます。

(3)翻 訳履歴の音声出力/印 刷が可能

「たび通」で翻訳 した文の一覧を履歴 として保存 ・

音声出力 ・印刷することができます。この機能を使

ってあ らかじめ必要な文を訳 しておき、それらの英

文の発声をまとめて確認 した り、印刷 して自分専用

の会話集 として活用することが出来ます。

図1 「た び 通(ア メ リカ旅 行 編)」画 面
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(4)英 和 ・和英辞典を添付

株式会社学習研究社の 「楽 しむ辞典 スーパー ・ア

ンカー英和 ・和英辞典」を添付 しています。 「たび

通」から呼び出して英和 ・和英辞典の検索が可能で

す。

(5)ハ ン ドマ イ クで 手軽 に 音 声 入 力 が 可 能

翻 訳機 能 を使 っ た コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの や りと りに

便 利 な ハ ン ドマ イ ク を添付 して い ます 。

3.動 作 環 境

く 対 象 機 種>

Pentium●IIプ ロ セ ッ サ400MHz以 上(Celeron(TM)

プ ロ セ ッ サ 、Pentium●IIIプ ロ セ ッ サ 、 Pentium●4プ

ロ セ ッ サ を 含 む)ま た は3DNow(TM)テ ク ノ ロ

ジAMD-K 6⑪ 一2プ ロ セ ッ サ550MHz以 上(AMD-

K6⑪ 一mプ ロ セ ッサ 、 AMD Athlon(TM)プ ロ セ ッ

サ,AMD Duron(TM)プ ロ セ ッ サ を 含 む)のCPU

を 搭 載 し たPC98-NXシ リ ー ズ お よ びIBM PCIAT

互 換 機

く 対 応OS>

Microsoft●Windows●98, Microsoft●Windows●98

Second Edition, Microsoft●Windows●Millennium

Edition, Microsoft● Windows● 2000 Professional,

Microsoft●Windows N'1'A Workstation4.0(Service

Pack 6 a以 上)

<必 要 メ モ リ(OS含 む)>

128MB以 上

く 必 要 ハ ー ドデ ィ ス ク 容 量(OSを 含 ま ず)>

600MB以 上(学 研 電 子 辞 典 を イ ン ス ト ー ル し た 場

合 の 値 で す)※ イ ン ス トー ル に は 、Windows⑧ の シ

ス テ ム ド ラ イ ブ に100MB以 上 の 空 き 容 量 が 必 要 で

す 。

〈 解 像 度/表 示 色>

800×600ド ッ ト以 上 、True Color(24ビ ッ ト)以 上

〈 必 要 機 器 〉

マ ウ ス 、CD-ROMド ラ イ ブ 、 マ イ ク 入 力 端 子 付 き

のSound Blaster●16(100%互 換 サ ウ ン ドボ ー ド を

含 む)も し く はNECのPCM音 源 、 ス ピ ー カ ま た

は ヘ ッ ドホ ン 、 プ リ ン タ(会 話 集 印 刷 機 能 使 用 時)

<必 要 ソ フ ト ウ ェ ア>

Microsoft●lnternet Explorer4.Ol Service Pack 2以 上

(学 研 電 子 辞 典 使 用 時)

〈 パ ッ ケ ー ジ 内 容>

CD-ROM、 マ ニ ュ ア ル 、 ハ ン ドマ イ ク

・SmartVoiceは 日本 電 気 株 式 会 社 の 登 録 商 標 で す 。

・Microsoft
, Windows, Windows NTは 、 米 国

Microsoft Corporationの 米 国 お よ び 、 そ の 他 の 国 に

お け る 登 録 商 標 で す 。

・Intel , Pentium, Celeronは 、 Intel Corporationの 米 国

お よ び 、 そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商 標 で す 。

・AMD 、 AMDロ ゴ 、 AMD Athlon、 AMD Duron、

3DNow!、 な ら び に そ の 組 み 合 わ せ は 、 Advanced

Micro Devices,[nc.の 商 標 で あ りAMD-K 6は 同 社

の 登 録 商 標 で す 。

・学 研 電 子 辞 典 「楽 し む 辞 典 ス ー パ ー ・ア ン カ ー

英 和 ・和 英 辞 典 」 は 株 式 会 社 学 習 研 究 社 の 著 作 物 で

す 。

・そ の 他 、 記 載 さ れ て い る 会 社 名 、 商 品 名 は 各 社 の

登 録 商 標 ま た は 商 標 で す 。

4.お 問 い 合 わせ

NEC 121コ ン タ ク トセ ンター

電 話 番 号 0120-977-121(フ リー コ ー ル)

受 付 時 間 日曜 ～土 曜9:00～17:00(祝 日 を除 く)

携 帯 電 話 、PHSな ど フ リ ー コー ル を ご利 用 い た だ

け な いお 客 様 は下 記 電 話 番 号 へ お か け くだ さい。

03-3768-2337(通 話 料 お客 様 負 担)

「た び 通(ア メ リ カ 旅 行 編)」 の 最 新 情 報 はF記URL

で ご 覧 い た だ け ま す 。

http://121 ware.com/smartvoice/
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離製麟紹嚢

Microsoft●Office XPに 対 応 し た 英 日/日 英 翻 訳 ソ フ ト

「The%1訳TMオ フ ィ スV4.0」

株式会社 東芝

1.は じめ に

 東 芝 は 、最 新 のMicrosoft⑧Office XPに 対 応 す る

と と もに 、 ビジ ネ ス分 野 辞 書 の 増 強 、作 成 した英 文

の チ ェ ッ クに便 利 な翻 訳 確 認 機 能 の 追 加 、最 新 の オ

フ ィス/イ ン ター ネ ッ トツ ー ル の対 応 な どに よっ て

ビ ジ ネ スユ ー ス の 機 能 を 大幅 に 強化 した 英 日/日 英

翻 訳 ソ フ ト 「The翻 訳 オ フ ィ スV4.0」 を7月26日

に発 売 しま した 。

す るの に、 ひ とつ ひ とつ フ ォル ダや フ ァイ ル を開 い

て か ら翻 訳 す る の で は面 倒 で す。 エ クス プ ロ ー ラの

画 面 で表 示 され るメ ニ ュ ー か ら、 直接 フ ォル ダや フ

ァイ ル の翻 訳 を 実行 で き る よ うに し ま した 。 翻 訳 し

た い フ ァ イル を選 ん で 右 ボ タ ン メニ ュー を実 行 す る

だ け で 翻訳 を開 始 で き ます 。 フ ォ ル ダ を選 択 す れ ば

そ の 下 の フ ァ イ ル をす べ て翻 訳 す るの で 、 複 数 を指

定 す る必 要 が な く便 利 で す 。

 The翻 訳 オ フ ィ スV4.0は 、 こ れ ま で の 専 門 分 野

の カ テ ゴ リー辞 書 に ビ ジ ネ ス レ ター 用 語 を含 む分 野

辞 書 、 ビジ ネ ス レタ ー用 語 を追 加 し、 ビ ジ ネス 文 書

の翻 訳 品質 を強 化 しま した。 また 、 原 文(日 本 語)

を翻 訳 した英 文 が 本 当 に伝 わ る文 に な って い るか を

確 認 す る た め の 機 能 や 、Windowsの エ ク ス プ ロ ー

ラ と連 携 し、 エ クス プ ロ ー ラ画 面 上 か らフ ォル ダ内

の 複 数 の フ ァ イル を 一括 翻 訳 で きる翻 訳 機 能 も提 供

し ます 。

(3)PDFフ ァ イル も翻 訳

 Acrobatま た はAcrobat Readerに ア ドイ ン され た

翻 訳 ボ タ ンを押 す と文 書 中 の テ キ ス トが対 訳 ビュ ー

ワ に送 られ て 、自動 的 に翻 訳(*3)が 開始 され ます(図

1)。 ま た 、 ブ ラ ウザ か らPDFフ ァイ ル を 開 い た と

き にAcrobatま たはAcrobat Readerの 画面 に も ア ド

イ ン され た翻 訳 ボ タ ンが 表 示 され る の で翻 訳 ボ タ ン

を押 す と、 そ の ま まで翻 訳 が 実行 され ます 。

2.主 な機 能

(1)Microsoft Office XP対 応

 Microsoft社 製 のOfficeに 含 ま れ る3大 ソ フ トの

Word/Excel/PowerPoin[(*1)に 翻 訳 ボ タ ン を 組 み 込 み 、

Wordの 文 書 、 Excelの 表 、 PowerPointの ス ラ イ ドが

そ の ま ま翻 訳 で き ます 。指 定 した 範 囲 の翻 訳 は もち

ろ ん、 元 の レイ ア ウ トを復 元 す る 文 書 全 体 の 翻訳 も

可 能 で す(*2)。Wordに 埋 め 込 ま れ たExcelの 表 、

PowerPointの ス ラ イ ドも ま とめ て 翻 訳 で き ます 。 そ

して本 バ ー ジ ョ ンか ら最 新 のOffice XPに 対 応 しま

した。 さら に辞 書 登 録 作 業 を容 易 にす る支 援 機 能 と

して 、Word上 に呼 び 出 され た 文 書 中 か ら辞 書 に 登

録 され て い な い単 語 や 熟 語 を 自動 的 に抽 出 しExcel

の 表 に 出 力 す る機 能 と、Exce1か ら一 括 辞 書 登 録 を

お こ な う機 能 を業 界 で 初 め て 提 供 します 。

(2)エ ク スプ ロ ー ラ か ら翻 訳 開 始

一度 に た く さん の テ キ ス トやWordの 文 書 を翻 訳

鷹 ㎎1㎜ 剛b閥 助

To5 h  崩     砧    5  鮒        國  軸  阿 ㎜        ト d  闘 1 「 ● I
eWb頗 〔POO㎞07,剛 圃 卿簡121罵

網 山1邸r亡o㎞LO    G

16潤10馳 鳩F剛;Fr脚 馳 回卿)

一

     Rx#:#G,th      の映壷満たす高島貿
     車し£T
      よひ■を偏えたF出

      ル携墜電睡伊DD過
      レー臆 翻6一ノー
      モ紺‡電人侵廓:

要な逆受話器の 重翼な慢1鞄覆じう、arなオペレーンヨノ用
ブラウズすらメニューキー、単縫化された旧人㎜
、◎人のブレファレノスに瀞台すうた0こ入って景獣 ■

干 主奮およびテ,zプレイを■集す6ためのカスタマイズY3■
、およびすべてのEKののみオペレー乃ノ萱鱒ぶたの:..

 riモーYIITT.

ハイ'ゆマ'レチ刀 ト誹 ㍗ビス      滋

一 雌 欝

図1:Acrobat Reader連 携 翻 訳

(4)翻 訳結果がチェックできる 「確認翻訳」機能

 日本語を翻訳 した結果が果た して本当に自分の意

図 した内容で相手 に伝えられているのかを確認で き

るように確認翻訳機能を追加 しました。入力 した日
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本語を翻訳 した後結果を再度翻訳 し、翻訳結果の内  やキャッシュ登録機能、チャット翻訳なども搭載 し、

容を確認することができます。         情報収集力を強化 しました。

総 ▼癒 曖7τr鯵 ・翻 ・囲 ・?

私は来 あなたにお会いでざるのを楽しみにしています。

  king forward lO 6eins a61e to see you next week

贈 勉 桝 と元の"ツ ケ聯%ソ こ出力します

隙

難
瑚

オフ  ▼

  x

私1ま来 あなたに会うことmできることを楽しみにしています。

3.動 作 環 境(全 て 日本 語版)

対 象 機 種:PCIAT互 換 機 、 PC98シ リー ズ

CpU  :Pentium以 上/CerclonTM以 ヒ推 奨

メモ リ :48MB以 上(NT/2000の 場 合 は64MB以 上)

デ ィス ク:最 小140MB～ フル イ ンス トー ル230MB

図2 翻訳入力の確認翻訳画面

(5)ビ ジ ネ ス辞 書 の 追 加 で翻 訳 品 質 向 上

 英 日26万 語 、 日英25万 語 の 基 本 辞 書 と英 日、 日英

と も に6分 野(情 報 、機 械 、 電 子 、 化 学 、 政 治 経 済 、

航 空)各1万 語 の カ テ ゴ リー 辞 書 に加 え 、 ビ ジ ネ ス

レ ター用 語 を 含 む 分野 辞書 を2万 語(英 日)、ビ ジ ネ

ス レ ター用 語(日 英)2㎜ 語 を新 た に追 加 しま した。

これ らの 辞書 が ビ ジ ネス 文 書 の 翻 訳 や イ ン タ ー ネ ッ

ト翻 訳 に効 力 を発 揮 し ます 。

対応OS:

日 本 語Windows●95+IE4.0以 ヒ

日 本 語Windows●98/98SBIMe

日 本 語Windows Nτ⑪4.OWorkstation十SP 4以h

日 本 語Windows●200()Professional

● 製 品 情 報URL

http://www.hon‐yaku.toshiba.co.jp/

● カ タ ロ グ ご 請 求 先URL

http://www3.toshiba.co.jp/cn3/shiryou_req/astransaccdg.htm

(6)印 刷 物 を翻 訳 で きる 「翻 訳OCR」 搭 載

 ス キ ャナ で 読 み と った 画 像 を ドラ ッ グ&ド ロ ップ

す る だ け で必 要 な文 書 を文 字 認 識 し、 さ ら に翻 訳 す

る こ とが で き ます 。 テ キ ス トの ほか に レイ ア ウ ト情

報 を保 っ たRTF形 式 で も保 存 で き る の で 、 読 み 取

り結 果 を メ ー ル で 送 っ た り、Wordに 読 み 込 ん で 英

文 資 料 を電 子 化 した りで き ます 。

(*1)対 応 す る連 携 ソ フ トの バ ー ジ ョ ン等 につ い て

   は 製 品 情 報URLの 動 作 環境 を ご 参 照 く だ さ

   いo

(*2)復 元 で きな い情 報 もあ り ます 。

(*3)文 書 の セ キ ュ リテ ィの状 態 に よ っ て は抽 出/

  翻 訳 で きな い 場 合 が あ り ます 。 また 、 レ イア

   ウ トの復 元 は され ませ ん、,

(7)英 文 文 書 の テ ンプ レ ー ト集 搭 載

 11ス タ イ ル 、 ・111以 上 の 英 文 の 文 例 集 を 穴 あ き

テ ンプ レー トで用 意 してい ます 。 空 欄 部 分 に必 要 な

言 葉 を埋 め 込 め ば簡 単 に英 文 レ ター が完 成 し ます 。

ま た 、完 成 した レタ ー を新 規 メー ル と して メ ー ラー

に送 っ た り、Wordの 文 書 にす る こ と もで きます 。

(8)イ ン タ ー ネ ッ ト関 連 の 機 能 を強 化

 イ ンタ ー ネ ッ トに よ る情 報 収 集 の た め に 、 ブ ラ ウ

ザ で の翻 訳 機 能 を充 実 しま した 。Microsoft lntemet

Explorerで は エ ク ス プ ロ ー ラバ ーで の翻 訳 結 果 対 訳

表 示 とエ ク シ ー ド辞 書 の参 照 が で き ます 。 また新 た

にNetscape6.Olに も対 応 し、 ブ ラ ウザ と メ ー ル ッ ー

ル、 さ らに コ ンポ ーザ ー で の翻 訳 も可 能 とな りま し

た。 ブ ラ ウザ 関連 の ほ か に 、 オ ー トパ イロ ッ ト機 能

*Microsoft, Windows, Windows NT, PowerPoint,

 Fron[Page, Outlookは 米 国 マ イ クロ ソ フ ト社 の 米

 国 な らび にそ の 他 の 国 にお け る 商標 で す 。

*Pentium, CeleronはIntel Corporationの 登 録 商 標 で

 す 。

*エ ク シー ド和 英 ・英 和 辞 典 は、 株 式 会 社 三省 堂

 よ りラ イセ ン ス提 供 を受 け て い ます 。

*The翻 訳 は株 式 会 社 東 芝 の 商 標 で す 。

*そ の他 の 名 称 は、 各 社 の 商 標 、 登 録 商 標 の 場 合 が

 あ ります 。
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新  f

翻訳辞書を10万語追加、翻訳精度が大幅アップ

業界初 「iアプリ」連携英語学習機能を搭載

          英 日 ・日英翻訳支援 ソフ ト

『翻 訳 これ 一・本2002』 、『翻 訳 これ 一 本2002十 〇CR』

シャープ株式会社

 シャープは、好評の英日 ・日英翻訳支援ソフ ト 「PowerEIJ」 シリーズの後継 として、翻訳精度を大幅に

高め、業界で初めて 「iアプリ」対応携帯電話と連携 して英単語学習ができる 「My単 語帳」機能を搭載 し

た 「翻訳これ一本2002」 と 「翻訳これ一本2002十 〇CR」 ※1を新発売いたしました。

 従来に比べ、辞書語数を10万語増や し、英日、日英あわせて60万 語の翻訳用辞書を搭載。さらに、当社独

自の 「英英変換」「日日変換」技術を進化させ、事実関係のよく分かる読みやすい文章に翻訳できるなど、翻

訳精度が一段 と高まりました。

 また、学習 ッールとしての機能も強化、 「英単語の発音確認」や 「英作文の用例強化」などに加 え、業界

では初めて 「iアプリ」対応の携帯電話と連携 して英単語の学習ができる 「My単 語帳」機能を搭載。シャ

ープスペースタウンのディスクサービス※2を利用すれば、パソコン上で作成 した単語帳を、いつでも ・どこ

でも 「iアプリ」対応の携帯電話からダウンロー ドして学習することができます。英単語は自分で登録 した

独 自単語帳の他に、TOE[C問 題集や英文ニュース用語集などのコンテンツもご利用いただけます※3。

 従来の翻訳支援だけを行なうソフ トから、英語学習までを含めた総合的な英語支援 ソフトとして提案 して

まいります。

Xl

Xl

X3

新 聞や本 な ど、 印刷 され た英文 をスキャナで読み取 り翻訳す るOCR機 能 を搭載。

単語帳 のア ップロー ド ・ダウンロー ド。

シ ャー プスペース タウンか ら、英語教 育で定評 のあ る出版社(ジ ャパ ン タイムズ、旺 文社等)の 英 語学習 コ ン

テンツサ ー ビスが利用で きます(有 償)。これ によ りTOEIC問 題集 や英文ニ ュース用語 集な どを活用 した単語 学

習が行 なえます。

《主な特徴》

1
'≡ ' 英 日 ・日英 翻 訳 エ ン ジ ン の精 度 を さ らに ア ップ

2. '≡ ・・ iアプ リ対応携帯電話連携の英語学習支援 「My単 語帳」機能を新塔載

3.
・・≡ 英文中の雄 しい単語の訳を自動的に振 ってくれる 「おまかせ訳振り」がさらに進化

4.(躍 躍 諺D辞 典用例を検索 し英作文に禾噸用できる 「おたす膜 作」がパワーア・プ

1
四 ' 英 日・日英翻訳エンジンの精度をさらにアップ

20年 にわたる研究開発で鍛え上げた英 日翻訳エ ンジンを搭載。 さらにシャープ独自の変換技術により、業

界 トップクラスの翻訳精度を実現 しています。

(1)シ ャープ独自変換技術 「英英変換」「日日変換」

  複雑な英文 を翻訳ソフ トで扱いやすい英文に変換する 「英英変換」 と、いったん英日翻訳 した後の 日

  本語を、よりロジカルな文に変換する 「日日変換」技術を搭載。 自動的に独 自の2段 階の処理を行な
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うことで、きめ細かい翻訳を実現 し事実関係のよく分かる読みやすい文章に仕上げます。

     The President led off his administrative reform seriously because it was the Cirst test orh曲o     reduce the budget deficit, and I think the best we can do at the    o.moment is obsery皇its effects at the

     local level.

動

理

自

処

まず英英変換で

① スム ー ズ な文 脈 に す るた め に

 省略 され てい る"to"を 補完

② 読み や すくす るため に 、名詞 表

 現の"his ability to"を 文 表現 の

 "if he is able to"に 構 造 変換

英英変換
しない

場合の訳

財政赤字を減少させることが彼の能力の最初のテストであったので、大統領

は、真剣に彼の行政改革を始めた、そして、私は我々にできる最善のことを今

のところ思うrIであるllは ローカルなレベルでその効果を観察する。

    The President lid off his administrative reform seriously because it was
・・醍8,  the丘rst test of幽reduce the budget deficit

・and I think the

    best we can do at the momenげ its effects at the local leve1.

さらに日日変換で

ロジカルで簡潔な文章にするため

に、翻訳結果を原文の語順に沿っ

て主節→従属節の順に置き換え

日日変換

しない

場合の訳

それが彼が財政赤字を減少させることができるかどうかの最初のテストであった

ので、大統領は、真剣に彼の行政改革を始め、そして.私は、我々にできる最善の

ことが今のところはローカルなレベルでその効果を観累することである、と思う。

㊦ 難 羅 馨改鷺 麟 嚢難 舞縣 き馨講 詰鞭 灘 糊

(2)さ らに10万語アップした辞書で、ますます高精度に(合 計60万 語搭載)

  従来の辞書に10万語を追加(英 日3.5万語/日 英6.5万 語アップ)し た、合計60万 語の辞書を搭載。英

  日専門辞書(経 済、パ ソコン ・インターネット、医学、バイオ、機械工学)も 標準装備 しているので、

  専門分野の翻訳 も的確に行なえます。

  また、巨大な辞書をさらに補完する強力な 「派生語 ・合成語処理系」により、辞書に登録されていな

  い単語に対 しても、高い訳出率 を実現 しています。さらに、 「お手軽ユーザー辞書」機能をご使用い

  ただければ、翻訳精度をもっと向上させ ることができます。

(3)意 味 トランスファ方式を採用、補強辞書でより的確に翻訳できる 「日英翻訳」

  構文解析および意味解析によって翻訳する意味 トランスファ方式を採用。 さらに独自の補強辞書を活

  用 し、より的確な翻訳を行ないます。

2. '≡ ・ 携帯電話連携の英語学習支援 「My単 語帳」機能を新塔載

業界で初めて、iア プリ対応の携帯電話 と連携が行なえる英単語学習機能を搭載いたしました。

(1)覚 えたい単語を集めて学習に役立つ 「My単 語帳」

  英文ホームページや英文テキス ト、付属のジーニアス英和辞典/プ ログレッシブ和英中辞典などから、

  覚えておきたい英単語をワンタッチで 「My単 語帳」に登録 して、手軽に自分だけの単語帳データが

  作成できます。また、 「おまかせ訳振 り」機能を使えば、自分の設定 した学習レベルに応 じて、英文

  の中から自動的に単語を抽出して登録することもできます。

  作成 した単語帳データは 「リッキーの英語 クイズ」で学習することができます。まめたんモー ドや4

  択クイズモー ドを選択でき、クイズ結果は学習履歴 として登録され、間違った単語だけを繰 り返 して

  テス トできるようになっています。 また、英単語の発音を確認することもできます。
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何@も桃職レて 確粟に鴬えてね1

    〈題騒テストの螂艮み ヵ〉

My単 語帳画面

A

リ ッキ ー の 英語 ク イズ画 面(4択 ク イズ)

(2)単 磁 を持ち出してモバイル学習 ㊥riア プリ対応携帯騨 との闘 」

シ ャー プ ス ペ ー ス タウ ンの デ ィス クサ ー ビ

ニ三嶽饗薙幣騰繍蔑
Gc#LS4t+<z£*?3±*,zg

≫ ≫,3722≫#°2° ≫sgq≪.2

≫/?#≫Se#/±.##$≫ £,a9

?t・yz26≫34mf&mE29≫G

E?9≫9≫52£+≪3≪*=i779

で 動 くの で 、 学 習 中 は 一切 通 信 料 金 が か か

りませ ん し、地 下 鉄 の駅 な ど通 常iモ ー ド

1難蒙撚 鷺1
  なお、携帯 電話 との連携 ・コ ンテ ンツの

   ダウ ンロー ドには、通信 費、お よび イン

   ターネ ッ ト接続料 金が必要で す(イ ンタ

  ーネ ッ トへの接続 には、いずれ かのプ ロ

  バ イダー契約が必要です)。

             /墾 ＼驚

          蕩 夕

。謬 ジ

           雷翼丁

(3)楽 しく学 べ る 「英 語 学 習 コ ンテ ン ツサ ー ビ ス」

  英 単語 学 習 を さ ら に効 果 的 に行 な う た め に 、TOEIC問 題 集 や 英

  文 ニ ュ ー ス用 語 集 な ど※5の英 単 語 コ ンテ ンツ を別 途 シ ャー プ ス ペ

  ー ス タウ ンか ら提 供 い た します ※6。コ ンテ ンツ は英 語 教 育 で定 評

  の あ る 出版 社(ジ ャパ ン タイ ム ズ 、旺 文 社 等)と 提 携 を行 な う こ

  とで 、信 頼 性 の 高 い コ ンテ ンツの 充 実 を図 っ て お り ます 。 今後 ユ

  ー ザ ー ニ ー ズ に応 じて随 時 展 開 を行 な っ て まい ります 。

X5

X6

コ ン テ ン ツ の 内 容 に つ き、 詳 し く はhttp:〃www.spacetown.ne.jp/

english/に て 、情 報 提 供 を行 な う予 定 で す 。

有償 です 。

次の意味は?

revo l ve

C〕回転する

回背 く

回巻き込む

面発展する
一    α ■ 田:
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3 ・・≡ 英文中の難 しい単詔の訳を自動的に振ってくれる 「おまかせ訳振 り」がさらに進化

1

英文を日本語に翻訳するのではなく、

単語や連語※7の下に訳語のみをルビ

のように表示。ユーザーの英語習得

度にあわせて、訳語表示を行なう単

語 レベル※8の設定や単語テス トが行

なえますので、英語がある程度でき

る人や英語を学習 したい人に大変便

利な機能です。さらにシャープのオ

ンリー ・ワン技術として、単語 と単

語の間に別の修飾語などが割 り込ん

でいる離れた連語も認識することが

できます。また、ジーニアス英和辞

典の呼び出 しなども簡単にでき、さ

らなる英語の学習に効果的です。今

回の 「翻訳これ一本2002」 では、新

機能の 「My単 語帳」 と連携 し、お

まかせ訳振 りで表示 している訳振 り

結果をもとに、自分の英語 レベルに

あった単語 を 「My単 語帳」に登録,

することや、表示されている英単語

の発音を聴 くことができます。

X7

×8

7 ・    . 幽.°;

ファイル⑤ 編纂(星) 表示(Ψ オプシ毫ン(T) 単詣帳這携

幡 口1置 難}凶 ゜o紹 縷;畠 曾 鹸

一 上碗

ヘルプ《ゆ

 ㌢「鍍,輪 ・縞 瓢 島

闘

初級 ,

This speech causedi      aremarkable sensations among

     センセーションを巻ざ起こす  注目すべき

the party. Some ofthe birds humed off at once:one old Magpie

           急いで立ち去るただちに      カササギ

.一  幽 呂1iおelf購very(コrefUll凱remarking,'Irealymust

  ～を包む                 指摘する

be-the night-airdown t suit my throat! and a

                  のど

Canary⊂alled out ins a trembling voi⊂el to iおchildren,℃Qrne

カナリア           震える                 離れる

旦魁my dears! It's high time you were all inヒed!"Onvarious

    かわいい人 てもいい頃だ                 様 な々

pretexts they all mowed off and Alice was soon left alone

口実        離れる      アリス       ～を放っておく

A

 霞落を編集くE),,
{ 段落を挿入Φ…           dDi

nah!'she said to herselfinal段落を削除(旦)

           yseems to like her, down here and I'm  ..
……… …1ど塀欝 ぞ駅講が舞 謎 閥ぞ6る攣繕雀篠存U単 語楓

こ取り込めるよう〔こします。      訴

熟語や動詞句、複合名詞 など、複数個 の単 語か ら成 るフ レーズ。

単語の レベルは、 ジーニアス英和辞 典 の重要単語 ランク(中 学基本 語/高 校基本語 な ど)を ベ ース に、1億 語

のBritish National Corpusか ら得 られた頻度情報 に応 じて12段 階に きめ細か く分類。

4. ・・≡ 辞典用例を検索し英作文に利用できる 「おたすけ英作」がパワーアップ

英訳 したい日本文を入力すれば翻訳結果を表示するのと同時に、 「ジーニアス英和辞典」「プログレッシブ

和英中辞典」に含 まれる約15万 文の用例と、今回新たに加わった 「三省堂 ・日本語キーワー ド英語表現辞

典」に収録 されている約1万 文を合わせ、約16万 の対訳用例の中から、ファジーマッチで入力 した文章に

近い用例をリス トアップ。用例 を参考にしながら日英翻訳結果をさらにクオリティの高い文にすることが

できます。完成 した英文はワンタッチでクリップボー ドに転送で きますので、手軽に他のアプリケーショ

ンにコピーすることができます。また、英語を入力すれば、英単語の用例を検索でき、英語の学習にも役

立ちます。

5. '≡ ・ さまざまなシーンで利用できる豊富な語彙の発音機能を搭載

英国ケンブリッジ大学出版の英英辞典CIDE※9収 録の米語発音(約3万 語の発音データを収録)を 聴 くこ

とができます。ホームページやメールなどの英文で発音の分からない単語が出てきたらその単語をクリッ

クしてす ぐに発音を確認することができます。また、 「My単 語帳」、「お まかせ訳振 り」機能でも利用で

きます。
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※9 英 単 語 の 発 音 デ ー タは 、 定 評 の あ るケ ン ブ リ ッ ジ大 学 出 版 発 行 のCD-ROM版 英 英 辞 典 『Cambridge International

   Dictionary ofEnglish』 の 英 単 語30,㎜ 語 を収 録 して い ます 。

6. 冒 ≡ ・ PDF連 携翻訳やOCRソ フ トなどの充実した機能を新塔載

Acrobat4.0/5.0お よ びAcrobat Reader4.0/5.0に ア ドイ ンボ タ ンがつ き、 ボ タ ン ひ と つ でPDFフ ァ イ ル の

英 日翻 訳 が 行 な え ます 。 また 、 メデ ィア ドラ イ ブ 社 製 の 定 評 の あ るOCRソ フ ト 「e.Typistエ ン ト リー 」

が 同梱 され 、活 字 文 書 もス ム ーズ に英 日 ・日英 翻 訳 で きます(OCRは 「翻 訳 こ れ 一 本2002+OCR」 の み)。

OCRは 、 本 や 雑 誌 な ど を参 考 に 「My単 語 帳 」 デ ー タ を作 成 す る場 合 に も便 利 で す 。

《動作環境》

対応 パ ソコン

os

メモ リ

:下 記 のOSが 動 作 し、 CPUがPentium⑧ プ ロ セ ッ サ133MHz以 上 の パ ソ コ ン(Windows●XP

の 場 合 はPentium●IIプ ロ セ ッ サ300MHz以 上)。

:Microsoft●Windowsn ./2000/Me/98/95ま た はMicrosoft●WindowsN'1'●4.OOperating System

 (日 本 語 版)(e.Typistで は 、 Microsoft⑪Windows⑪XP/2000の 場 合 に 一 部 制 限 が あ り ま す)。

:32MB以 上(Microsoft●Windows●Me/98/95、 MicrosofゆWindowsNT⑪4.0の 場 合)、64MB以

止(Microsoft●Windows●2000の 場 合)、128MB以 上(Microsoft●Windows⑧XPの 場 合)。

ハー ドデ ィスク:空 き容 量63MB(最 小)～437MB(最 大)分 割 イ ン ス トー ル可 能 。

デ ィス プ レ イ:SVGA(800×600ド ッ ト)以 上/65,536色(ハ イ カ ラー)以 上 の 解 像 度 を もつ カ ラ ー デ ィス

        プ レ イ。

《 「翻 訳 こ れ 一一本2002」 シ リ ー ズ 紹 介 ホ ー ム ペ ー ジ 》

http://www.sharp.co.jp/ej/

《 本 件 の お 問 い 合 わ せ 先 》

シ ャー プ株 式 会 社 お 客 様 相 談 セ ン ター

西 日本 相 談 室TEL(06)6794-8021

東 日本 相 談 室TEL(043)299-8021

※Microsoft、 Windows、 WindowsNTは 米 国Microsoft Corporationの 米 国 お よ び そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商 標 で す 。

Windows⑪Meと はMicrosoft●Windows●Millennium Editionを 示 し ま す 。

Word、 Excel、 PowerPoint、 Outlook、 Outlook Express、 FrontPageは 米 国Microsoft Corporationの 米 国 お よ び そ の 他 の 国 に

 お け る 商 標 で す 。

※PentiumはIntel Corporationの 登 録 商 標 で す 。

※Adobe、 Acrobatは ア ド ビ シ ス テ ム ズ 社 の 商 標 で す 。

※e.Typistエ ン ト リ ー(Copyright◎2001Media Drive Corp.)は メ デ ィ ア ド ラ イ プ 株 式 会 社 の 登 録 商 標 で す 。

※CIDE CD-ROM◎Cambridge University Press2000の 英 語 音 声 フ ァ イ ル は 、 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学 出 版 に 帰 属 し 、 許 諾 を受 け 収

 録 して い ま す 。

※iモ ー ド は 株 式 会 社NTTド コ モ の 商 標 で す 。 iア プ リ は 株 式 会 社NTTド コ モ の 商 標 で す 。

※ 「ジ ー ニ ア ス 英 和 辞 典 」(Copyright◎r.Konishi&Taishukan1997)は 株 式 会 社 大 修 館 書 店 の 商 標 で す 。

※ 「プ ロ グ レ ッ シ ブ 和 英 中 辞 典 」(CopyrightOShogakukan.1986.1993)は 小 学 館 の 商 標 で す 。

※ 「お ま か せ 訳 振 り」(Copyright◎Sharp Corporation!Copyright◎Sharp Laboratories of Europe1998-2001)は シ ャ ー プ 株 式 会 社

 とSharp Laboratories of Europeが 共 同 開 発 し た 英 文 リ ー デ ィ ン グ 支 援 ソ フ トで す 。

※British Nationa且Corpusは 、 Oxford University Press, Longman Group UK Limited, WR Chambers Limited, The University of

 Lancaster, The University ofOxford, The British Librazyか ら 成 る コ ン ソ ー シ ア ム に よ っ て 作 成 さ れ た も の で す 。
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事務漏溺 ≡嚇

第11回 通 常 総 会

成 果 報 告 会

講

懇

理

演

親

事

会

会

会

査

m

会

監

血

員

 

E

 

十

翫

..ロ

 

営

 

T

会

M

運

編 集 委 員 会

技術動向調査委員会

市場動向調査委員会

ネットワーク翻訳研 究 会

協 会 活 動 報 告
(2001年2月 ～2001年10月)

6月25日 ①00年 度事業報告 ②00年 度決算報告

    ③01年 度事業計画 ④Ol年 度予算 ⑤その他

6月25日 ①技術動向調査委員会 ②市場動向調査委員会

    ③ ネットワーク翻訳研究会

6月25日 「機械翻訳の言語的基盤」

     一多段階統合翻訳により人間に迫る一 大阪大学 成田一教授

6月25日 講演会終了後開催

3月26日 ①Ol年 度事業計画案 ②01年 度収支予算案

    ③決算理事会および総会日程 ④事務局移転計画 ⑤その他

5月28日 ①00年 度事業報告案 ②00年 度決算報告案 ③その他

4月26日 ①00年 度の会計監査 ②その他

9月18日 ～22日 EAMT主 催(ス ペイン:サ ンチィアゴ ・コンポステーラにて)

2月22日

3月21日

4月23日

5月21日

7月10日

10月5日

10月1日

2月27日

3月28日

4月18日

6月4日

7月6日

8月27日

10月1日

2月23日

4月13日

5月18日

6月15日

7月27日

9月28日

2月15日

3月27日

5月25日

①来年度計画理事会準備討議 ②その他

①来年度予算事業計画討議 ②予算理事会準備 ③その他

①00年度事業報告案 ②00年度決算報告案 ③その他

①第11回通常総会企画 ②決算理事会準備 ③その他

①運営委員長交替 ②第11回総会報告 ③スペインサミット関連

④その他

①サミット報告 ②運営諸問題討議 ③その他

①前号反省 ②次号(31号)企 画 ③その他

①UPF関 連討議 ②評価計画討議 ③その他

①UPF関 連討議 ②評価計画討議 ③その他

①評価テス ト詳細具体案まとめ討議 ②その他

①具体案まとめ ②UPF関 連討議 ③その他

①サミット関連討議 ②UPF今 後の計画 ③その他

①今後の計画討議 ②全体討議 ③その他

①今後の計画討議 ②サミット状況報告 ③その他

①ベンダー調査計画進捗状況討議 ②その他

①ベンダー調査集計方針討議 ②その他

①ベンダー調査集計評価討議 ②その他

①ベンダー調査評価分析 ②総会発表準備

①今後の計画討議 ②評価分析 ③その他

①今後の計画討議 ②その他

①評価結果検討 ②今後の計画討議 ③その他

①評価結果検討 ②サミット応募論文方針討議 ③その他

①サミット対応討議 ②その他
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MT SYSTEMS for Asian Languages

1.ア ジ ア 言 語 の 機 械 翻 訳 ソ フ トウ エ ア

  ア ジア 言 語 を扱 っ た機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 一 覧 で す 。 (ただ し、 日英 翻 訳 を除 く。 日英 翻 訳 ソ フ トの リス ト

はAAMTJoumal No.29に 掲 載 して お りま す 。)

  本 情 報 は 、AAMTホ ー ムペ ー ジ に も掲 載 し、 随 時 更 新 して お りま す 。(本 リ ス トに掲 載 され て い な い 翻

訳 ソ フ トを ご存 知 の 場 合 は、 ご 連 絡 お願 い い た し ます 。)

                                                                 2001年11月1日 現 在 順 不 同

Product Name

1

2

3

4

5

6

7

8

9

An‐Nakel AI‐Arab

MLTS

CITAC Translator

HICOM-MT

Huan Yu Ton

Huan Yu Ton¢Professional

Jin Shan Express 2000

J-EBank China

E‐JBank China

J‐Seoul

J-Beiiin

Korean Sybo Trans English

Orient Express 2000

101NetSurfer/ce

11

12

13

14

15

16

17

18

19

zo

21

22

SAKHR CAT Translator

Shunwukong

Sunshine ETran

Sunshine NetReader

Sunshine TranSuite Professional

Transtar Fundamental

Transtar Professional

Yuri‐Chan

SuraSura Hangul

Internet Passport

eZTrans

Han¢ul Gana

E‐Trans

Seoul Tokvo

J‐Trans ate

K‐Trans ate

NanaTech Chinese Translator

TransPen

Transwhiz

Laneuaees

英/仏 一

   アラビア

中 一英

日 一韓

中 一英

英 一中

日 一 中

中 一 日

日 一 韓

日 一 中

英 一韓

英 一中

英 一中

アラビア ー

       英

中 一 日

英 一中

英/日 一中

英/日 一中

日 一 韓

日 一 韓

中 一英

日 一韓

軸

日 一

日 一韓

日 一 中

日/ /中

Comoan

Cimos(France)

    htt二//www.cimos.com

CITAC Computer lnc.(USA)

    htto://www.citac‐mt.com

Hitachi Information Network Ltd.(Japan)
    htto://www.hinet.co.io/

Computer and Microelectronics Industrial Deveropment

    htt;//www.china‐trans.net          (China)

Jin Shan Computer Software Company(China)
    htto://chiba.kinasoft.net
L&HJapan(Japan)
    htt://www.ailo ic.CO.1/info‐e.htm

Kodensha(Japan)

    htto://wwwl.mesh.ne.io/KODENSHA/eng/
World Language Resources(USA)
    htto://www.worldlanQUaae.com
Beijin Shiba Ming Tai Computer Application Technology Co.Ltd.

    htt二//www.sunv.com             (China)

Nova Asia.(Japan)

    http://www.nova‐asia.com/products/nets‐ec.html

Sakhr Software Co.(Egypt)
    htto://www.sakhrsotf.com
Create Osaka Co.(Japan)
    htto://www.kita-osaka.co.i /create/

Sunshine Technology Company Ltd.(China)

    http二//www.sun863.com

Transtar Company(China)

    htto://www.translc.com
Trilingual Peksong(Japan)
    htto://wwwl.odn.ne.i %caa33950/mvhome/

UnikoTech(Japan)
    htto://www.unikotech.com/iaoan/oroduct/i roduct5.htm

Hostran&Microc Software, Inc(Taiwan)
    htto://www.hostran.com.tw/
Changshin Soft(Korea)

    htto://www.cssoft.co.kr/

Dream C&C(Korea)
    htto://www.dreamsell.co.kr/
Unisoft(Korea)

    htto://www.unisoft.co.kr/unisoft‐korea/

NanaTech(Japan)

    htto://www.nanatech.co.io/nanal.html
Otek International Inc.(Taiwan)

    htto://www.otek.com.tw/
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23

24

25

zs

27

za

zs

30

31

Kingsoft FastAIT

奏迫環宇通

桑夏訳王

雅信CAT

東方網訳

BABEL for Hangul

Trannie

Jaoantrans

smartran

KORYO

ACHIM

日/英/中

英 一中

英 一中

英 一中

日/英/中

日 一韓

英/韓/日

日 一韓

韓/日/英

韓 一 日

日 一韓

Kingsoft Company(China)

  htto://www.iciba.net/en¢lish/home.htm

計 算 机 与 微 電 子 発 展 研 究 中 心(China)

  htt二//www,china-trans.net/h t mt.htm

桑 夏 集 団 公 司(China)

  htto://www.sunshine-arouo.com/products/sxvw.htm

雅 信 軟 件 技 術 有 限 公 司(China)

  htto://www.viba.com/cois.html

実 送 銘 泰 計 算 机 応 用 技 術 開 発(China)

  http://www.dfwy.sunv.com/item/2001-08-29/92.html

Haansoft Inc(Korea)

  htto://www.haansoft.com/
Worldman Corporation(Korea)

  htto://www.woridman.com/
Bencom Inc(Korea)

  httD://www.smartran.co.kr
D[GIKO SOFT(Japan)

  htto://www.di¢iko.co.io/woc/c/index.html

2.ア ジア言語 のインターネ ッ ト機械翻訳 サー ビス

 アジア言語を扱った機械翻訳サービスの一覧です。(た だし、アジア言語が日本語 ・中国語 ・韓国語のみ

のものを除 く。日本語 ・中国語 ・韓国語 を翻訳 できるイ ンターネ ッ ト上の翻訳 サー ビスの リス トは

AAMTJournal No.30に 掲載しております。)

 本情報は、AAMTホ ームページにも掲載 し、随時更新 しております。 (本リス トに掲載 されていない翻

訳サービスをご存知の場合は、ご連絡お願いいたします。)

                                  2001年11月1日 現在 順不同

Service Name

 Altavista1

 Arcnetz

 BestiLand3

 e-lingo4

 ePedoman5

 Foreignword.com6

 InterTran7

 Newstran.comm8

 ProMT9

10

11

Sakhr

Technosoft Corporation

 tareet

Web, Text

Web, Text

Web

Web, Text

Text, Web

Web, Text

Web, Text

News

Web, Text,

mail

Text

Text

         Laneuaee/URL

英/仏/独/伊/西/ポ ル トガ ル/日/中/露/韓

 htto://world.altavista.com/

英/中/日/マ レー/イ ン ドネ シ ア

 htto://san¢eniava.arc.net.mv/index‐e.html

英/仏/独/伊/西/ポ ル トガ ル/日/露/韓/タ イ

 htto://www.bestiland.com/lanQ/ia/nOO1.htm

英/仏/独/伊/西/'・ ル トガ ル/日/中/露

 htto://www.worldblaze.com/

英/マ レ ー

 htto://www.eoedoman.com/

251anguages

 htto://www.foreianword.com/Tools/transnow.htm

281anguages

 http://www.tranexp.com:2000/lnterTran/

英/仏/独/伊/西/ポ ル トガ ル/日/中/韓/ア ラ ア

 htto://www.newstran.com/

英/仏/独/伊/西/露

 htto://www.translate.ru/ena/

英/ア ラ ビ ア

 htto://mason.Amu.edu/aross2/sakhr.htm

英/ペ ル シ ャ

 htto://www.00stchi.com/

(注)上 記のソフ トをご使用の場合、あるいは上記のサイ トにアクセスしたことによって被 った損害の補償

を、AAMTは いたしかねますので、ご注意下 さい。
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糞擬幾楼

「パ キス タ ン」 の民族 と言語

AAMT会 員、元AAMT事 務局長 田中 孝

 9月ll日 の テ ロ事 件 後 、 パ キ ス タ ンは 一 躍 注 目 を

集 め る よ う に な った が 、 一 般 に は まだ まだ 馴 染 み の

薄 い国 であ る。 今 春 、 家 内 と二 人 で 、 当 時 パ キ ス タ

ンに赴 任 中の 次 女 の 陣 中 見 舞(?)を 兼 ね て 訪 れ た。

わず か な経 験 で はあ るが 、 見 聞 した こ と を述 べ る。

た だ し、調 査 を 目的 に行 った わ け で は ない の で 、個

人 的 見解 に止 ま る こ とをお 断 り して お く。 ア ジ ア太

平 洋 の 一 国 で あ るパ キ ス タ ンへ の 理 解 が 深 ま り、今

後 のMT活 動 に少 しで も役 立 て ば 幸 い で あ る。

 パ キ ス タ ンは 多民 族 、 多 言 語 国 家 で あ る。4-5

千 年 前 の イ ン ダス文 明 時 代 か ら今 日ま で 、 ア ー リア

人 、 マ ケ ドニ ア の ア レキサ ンダ ー大 王 の軍 隊 、 ペ ル

シ ャの 軍勢 、 蒙 古軍 な ど、多 くの 民 族 が こ の地 に流

入 した 。 また 、北 部 に は シ ル ク ロ ー ドが あ っ て 、古

来 か ら多民 族 が 往来 して い た こ と もあ っ た 関係 で 、

パ キ ス タ ン には い ろ い ろ な人 種 が い る 。多 くは 東洋

系 だ が 、 中 には 西洋 人 か と思 う人 もい る。 今 回 の 旅

で お 世 話 に な っ た旅 行 会 社 経 営 のA氏 も、 ヨ ー ロ

ッパ 人 と言 って も通 る風 貌 で あ っ た 。北 西 の ア フ ガ

ニ ス タ ン との 国 境 に 近 い 山村 に は 、 ア レキ サ ン ダー

大 王 と一緒 に来 た 人達 の子 孫 が今 も住 ん で い て 、彼

等 は紅 毛 碧 眼 で ギ リ シ ャ人 そ っ く りだ そ うで あ る。

 各 民 族 は 各 々 言語 を持 ち 、 日常 使 っ て い る。 主 な

もの を上 げ る と、

(1)パ ン ジ ャ ブ語

(2)シ ンデ ィ語

(3)パ シ ュ トー 語

(4)バ ル ー チ ー 語

国 の 中央 パ ン ジ ャブ 地 方 を

中心 に約6,400万 人

南部 の シ ン ド州 を中 心 に約

1,500万 人

北 西 部 の70%、 約600万 人 。

他 に 、ア フ ガ ニ ス タ ンに800

万 人 、 イ ラ ン に5万 人

約250万 人

 しか し、 パ キ ス タ ンは 、 国 の統 一 を 目指 して1つ

の 公 用 語 を定 め てい る。 ウル ドゥ語 で あ る。 こ れ を

母 語 とす る人 は僅 か8%だ が 、 建 国 後 の学 校 教 育 な

どの 努 力 に よ り、 今 で は国 民 の約70%が 使 え る そ う

だ。 なお 、 この 言 葉 は イ ン ドの15の 公 用 語 の1つ で

もあ り、 数 千 万 人 が イ ン ドで 使 用 して い る 。 しか も

ウ ル ドゥ語 は、 イ ン ドで最 も多 くの 人達(約4億1

千 万 人)が 使 っ て い る ヒ ンデ ィ語 か ら分 か れ た 。 イ

ス ラ ム の 国 と して ア ラ ビア文 字 を採 用 し、 また ア ラ

ビア語 の影 響 を受 け た た め 、 デ ヴ ァナ ガ リ文 字 を用

い る ヒ ンデ ィ語 とは 別 の 言語 に な っ た 。 そ れ で も話

し言葉 は か な り通 じる そ うだ 。2つ を合 わ せ る と、

5億 人以 上 が使 う大 言 語 で あ る。MTの 立 場 か ら は、

将 来 の極 め て 大 きな研 究 、 開 発 の 対 象 で あ ろ う。

 今 回 、北 は ス カ ル ドゥ、 フ ンザ か ら南 はモ エ ンジ

ョダロ まで 行 っ た が 、 道 路標 識 や 店 の 看 板 な ど は ほ

とん どウ ル ドゥ語 主 体 で 書 か れ て い た 。 カ イバ ル峠

の 説 明板 は ウル ドゥ語 と英 語 で 、 モ エ ン ジ ョダ ロ遺

跡 で は ウル ドゥ語 、 英 語 お よび シ ンデ ィ語 で 書 か れ

て い た 。 一 方 話 し言 葉 は地 域 の 言 語 が か な り使 わ れ

て い る よ うで 、 ペ シ ャ ワー ルで はス カ ル ドゥ出 身 の

A氏 に は 、 住民 同士 の 会 話 は 理 解 で き ない との こ と

で あ った 。 ソ連 侵 攻 の 折 ア フ ガニ ス タ ンか らペ シ ャ

ワ ー ル へ 逃 れ て そ こ で育 っ た とい うB氏 が 通 訳 を

して くれ た 。

 パキスタンは、第2次 世界大戦後の独立まで英国

の統治下にあった。従って、英語がウル ドゥ語に次

いでよく通 じる。看板や標識 もウル ドゥ語に次いで

多い。で も英語の使えるのは大都市や外国人のよく

行 く店やホテルだけである。首都イスラマバー ドに

は外国人が多いので、ほとんどの商店で英語が通 じ

る。でも現地人の行 くバザールやマーケットでは、

ほとんど通 じない。次女の家の門番 もほとんど英語

を話せない。A氏 は、英語を話せるのは国民の3割

ぐらいだ と言う。

ガイ ドやインテリは概ね我々に分 り易い英語を話
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す が 、 一 般 の 人 の 英 語 に は 、 か な りパ キ ス タ ン託 り

が あ る。 例 え ば 、Rが 強 く発 音 され る 。"WATER"

が 「ウ ォ ッ タ ル」 と聞 こ え る 。"IRON" を 「ア イ

ア ン」 と言 う と通 じず 、 綴 りを言 う と 「ア イ ロ ン」

と返 っ て きた 。 これ は 日本 人 には 分 り易 い 。 また 、

THの 発 音 がTの 音 に 近 く、"BIRTH"が 「バ ー ト」

と聞 こ え た。 と もか く、Japanese EnglishとPakistani

English、 そ れ に 身 振 り手 振 りを 加 え て 何 と か通 じ

た。

 桃源郷フンザには、多数の日本人旅行者が来るの

で、日本語の看板を掲げた店が何軒かあった。また、

「長谷川学校」 というのがあった。 この国の山を愛

してパキスタンに住み着 き、遂に遭難死 した登山家

を偲んで創られた現地人のための学校である。町の

あちこちに、この学校への寄付を求める箱やボスタ

ーがあ り、日本語が書かれていた。

 この国にも日本車が、たくさん走っている。日本

企業の現地工場もある。同 じ日本車でも日本からの

輸入車は人気が高い。中古車でも輸入車は現地生産

車よりかなり高い価格で売買される。信頼性が高い

からだ。そのため、日本で使われていた時に車体に

書かれた日本語 をそのままにして走っている車をよ

く見かける。なかには、輸入車に見せ掛けるために

意味不明の日本語?や あまり良くない意味の漢字を

並べた車 もあった。日本語のわかる人にちょっと相

談 して、立派な日本語を書いてほ しいと思った。

ペシャワールのホテルで日本語 を話せるパキスタン

人に会った。 「私の奥 さんは日本人で、六本木で知

り合いました。私は宝石商で、銀座 に店を持 ってい

ましたが、家賃が高いので今は綾瀬 にあります。日

本の中古車の輸出 もしてい ます。」と言って、奥さん

の写真を見せて くれた。また、ペシャワールのロー

カル食レス トランで、 「日本人ですか。」と声 をかけ

られた。残念ながら時間がなくてす ぐ別れたが、き

れいな日本語であった。この辺 りには商人が多く、

日本語を話す人がかな りいるとのことだ。ラホール

のホテルにも日本語を少 し話せるボーイがいた。そ

のホテルに日本食 レス トランがあ り、そこで勉強 し

たそ うである。

日本大使館に日本語学校がある。A氏 の弟さんは

こ こで 日本 語 を学 び、 日本 人 写 真 家 や トレ ッキ ング

に来 る 日本 人 の ガ イ ドを して い る。 サ ッ カ ルで 合 っ

たA氏 の 友 人N氏 も10年 前 に こ こ で 日本 語 を 学 ん

だ 。 そ の 後 企 業 家 とな り、 日本 語 を使 う機 会 が 無 く

な っ た 。 サ ッ カル で の2晩 、 イ ン ダ ス川 の 大 きな 鯉

な どを ご馳 走 に な りな が ら、 歓 談 した 。 日本 語 は 大

分 忘 れ た との こ とで 、 日本 語 と英 語 で 話 した が 、 き

れ い な 日本 語 で あ っ た。 パ キ ス タ ンの現 状 を憂 え る

知 識 人 で あ っ た。 日本 語 を活 用 して 日本 との 架 け橋

に な っ て ほ しい と思 っ た。 ス カ ル ドゥや フ ンザ へ は 、

日本 人 の 案 内 を主 とす る旅 行 会 社 に案 内 して も らっ

た が 、 ガ イ ドは 大 変 日本 語 が 達 者 で 、 か な り専 門的

な 言 葉 も通 じた 。

 フ ンザ の 店 で ドイ ツ語 を見 か け た 。 夏 に、 ドイ ツ

を は じめ ヨー ロ ッパ か ら、 大 勢 登 山 や トレ ッキ ン グ

に 来 る そ うだ。 丁度 花 の 季 節 で あ り、 大 勢 の 日本 人

ツ ア ー客 が来 て い た が 、 ヨー ロ ッパ 人 は ほ とん ど見

か け な か っ た。 国民 性 の 違 い だ ろ うか 。

 パ キ ス タ ン国民 の97%が イス ラム教 徒 で あ る 。 残

りは ヒ ンズ ー教 徒 や キ リス ト教徒 で あ る 。 往復 にパ

キ ス タ ン航 空 の 成 田一 イス ラマ バ ー ド直行 便 を使 っ

たが 、 乗 客 が 乗 り終 わ る と まず ア ラ ビア語 の コー ラ

ン(?)。 旅 の安 全 を祈 願 して も らっ て い る と解 釈 し

た。 次 に機 内 放 送 。 成 田 で は ウル ドゥ語 、 英語 、 最

後 に 日本 語 で あ るが 、途 中立 ち寄 る北 京 か ら先 は ウ

ル ドゥ語 と英 語 だ け で あ る。 ウ ル ドゥ語 に は英 語 が

た くさん 取 り入 れ ら れ て い る よ うで、 「オ キ シ ジ ェ

ン」「コ ン ピ ュー タ ー」 な ど英 語 と全 く同 じ発 音 で 、

ウル ドゥ語 の 放 送 が 少 し理 解 出来 た よ う な気 に な る 。

 パ キ ス タ ンで もIT技 術 者 を 目指 す 若 者 は 多 い よ

うだ 。A氏 の次 男 は 高校 で コ ン ピ ュー ター サ イエ ン

ス を専 攻 して い る し、B氏 もア ルバ イ トを しな が ら

IT技 術 者 を 目指 して 勉 強 して い る。 い ず れ もITに

愛 着 と誇 り を 持 っ て い た。 大 都 市 で は"Technical

High School" を見 か け た 。 高等 技 術 教 育 に も力 を

入 れ て い る よ う に見 え た 。 この 国 に お い て も、MT

の 研 究 、 開発 が 始 まる こ と を期 待 して止 ま ない 。

 大半のパキスタン人は親日家である。ラホールの

ダルガー(聖 者の廟)で 女子学生達が次々と、家内
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と一緒 に写 真 を撮 らせ て欲 しい 寄 って 来 た し、 ム ル

タ ンの ダル ガー で は 、 世継 の 男 児 の 誕 生 祝 に来 て い

た一 族 と写 真 に収 ま り、 サ フ ラ ン入 りの ご飯 な ど を

ご馳 走 に な った 。 突 然 、 人懐 っ こ く声 をか け られ た

り した。 「ジ ャパ ニ(日 本 人)?」 と よ く聞 かれ た。

「チニ(中 国 人)?」 と は も っ と多 く聞 か れ た。 中 国

人 に似 て い るか らか 、そ れ と も 中 国人 が た く さん来

る か らか。 現 地 人の 服 装 を して い て も 「パ キ ス タ ニ

(パキ ス タ ン人)?」 とは一 度 も聞 か れ な か っ た。 現

地の人と少しでも会話ができればと思う。それを可

能に して くれるのがMTで はないか と思 う。

 最 後 に、 この 国 には 、 モ エ ンジ ョダ ロ や ガ ン ダー

ラ な どの 古 代 遺 跡 、K2や フ ンザ な どの 壮 麗 な 自 然

が た くさ んあ る。 早 く平 和 に な り、 世界 各 地 か ら多

くの 人 達 が 訪 れ て交 流 の深 まる こ と を念 願 して 止 ま

ない 。

蕪飾測潜諜・嚇

AAMT入 会 の ご案 内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集 まった組織

です。委員会による定期的な調査研究をはじめ、機関誌の発行、セ ミナーや講習会の開催 など幅広 く活動

を行なっています。

 機械翻訳に関心のある全ての方にご入会をお勧めします。

*** AAMT会 員の特典 ***

1.AAMTジ ャ ー ナ ル とMT News Internationalが 購 読 で き ま す 。

 会 員 に は 、 機 関 誌 で あ るAAMTジ ャ ー ナ ル(年2回 発 行)と 、 上 位 機 関 で あ るIAMT*の 発 行 す るMT

News International(年3回 発 行)が 送 付 さ れ ま す 。 購 読 料 は 年 会 費 に 含 ま れ て い ま す 。

 *IAMT:International Association for Machine Translation

2.機 械翻訳関連の最新情報がメールで送付 されます。

 会員向けのメーリングリス トで、最新の機械翻訳関連の情報が送付 されます。

 MT新 製品の紹介、国際会議やフォーラムのお知 らせ、新聞 ・雑誌のMT関 連記事の紹介など盛 りだく

 さんです。

3.AAMTで は、機械翻訳に関する講演会、講習会を開催 しています。

  この講習会、講演会に無料、あるいは、割引 した参加料で参加できます。
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4.AAMTが 組織する委員会や調査活動に参加 し、機械翻訳や翻訳に関心のある方 との交流を深め、知見

を広めることができます。

 特に、法人会員は、機械翻訳に関する言語資料の標準化活動、機械翻訳市場の動向調査などに参加 した

 り、AAMTの 定期刊行物、ウェッブサイ トを使った製品の紹介を行 うことができます。

5.関 連機 関 の 主 催 す る国 際 会 議 の 参 加 費 に割 引 が適 用 され ます 。

 IAMTの 主 催 で隔 年 に 開催 され るMT Summitを は じめ 、 AAMT、 AMTA*、

 EAMT**の 主 催 す る 会議 や ワ ー ク シ ョッ プ に会 員 割 引 価 格 で 参 加 で き ます 。

AMTAは ア メ リ カ の 、 EAMTは ヨ ー ロ ッ パ の 姉 妹 機 関 で す 。

*AMTA:American Machine Translation Association

**EAMT:European Association for Machine Translation

6.AAMTお よび関連機関の出版物が会員価格で購入できます。

【最近の出版物】

・ 「一機 械 翻 訳 一21世 紀 の ビ ジ ョン」(A4版340ペ ー ジ 日本 語)

  (会 員2,500円 、 非 会 員3,500円)

・Compendium of Translation Software (by Prof . John Hutchins)

  (会 員 無 料 、 非 会 員2,000円)

【【ア 年 会 費 は 以 下 の 通 りで す(2001年11月 現 在) 。

  法 人 会 員:入 会 金1口 10,000円 、 年 会 費1口 50,000円

  個 人 会 員:入 会 金1口 1,000円 、 年 会 費1口 5,000円

『ア ご興味のある方は、下記の事務局までお問い合わせください。

  入会申込書をお送りいたします。

アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)

T101-0062

東京都千代田区神田駿河台3-11

三井住友海上別館ビル3F

社団法人 電子情報技術産業協会(JEITA)内

電 話 番 号: 03-3518-6418

フ ァ ッ ク ス:03-3518-6472

E‐mail:aamt OOO2@infotokyo.ne.jp
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